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注意注意注意注意 

 
よくお読みくださいよくお読みくださいよくお読みくださいよくお読みください！！！！ 

 
AGP カードをインス トールの際には、以下の注意事項をよく お読みに
な り 、 必 ずそれに従って く だ さ い 。 ご使用の AGP カード に “AGP 
4X/8X(1.5V)ノッチ ”(下図参照)がある場合、AGP カードは AGP 4X/8X であ
ることを確かめてください。 
 

 
 
注意注意注意注意 ：：：： SiS 760 はははは AGP 2X カードをサポートしていません。これでシステカードをサポートしていません。これでシステカードをサポートしていません。これでシステカードをサポートしていません。これでシステ

ムが正常に起動しないことがあります。ムが正常に起動しないことがあります。ムが正常に起動しないことがあります。ムが正常に起動しないことがあります。 AGP 4X/8X カードを差してくだカードを差してくだカードを差してくだカードを差してくだ

さい。さい。さい。さい。 
 

 

AGP 2X ノッチノッチノッチノッチ AGP 4X/8X ノッチノッチノッチノッチ 
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コンピュータ側の準備コンピュータ側の準備コンピュータ側の準備コンピュータ側の準備… 
マザーボードと拡張カードには、非常に繊細な集積回路(IC)チップが搭載され

ています。静電気から IC チップを保護するため、 コンピュータを使用する際は

必ず以下の注意事項に従ってください。 
1. ケース内側を扱う際はコンピュータの電源プラグを抜いてください。 
2. コンピュータコンポーネント を取扱う前に、接地リストス ト ラ ップを着

用してくだ さい。 リス トスト ラ ッ プがない場合は、接地物または金属物

に両手で触れてください。 
3. コンポーネントは端面を持つようにし 、 I C チップ、 リード線、 コネクタ

やその他コンポーネントには触れないようにしてください。 
4. システムからコンポーネント を外す際は、必ず、 コンポーネン トを接地

された帯電防止パッド 、またはコンポーネント付属のバッグの上に置い

てください。 
5. マザーボードから ATX 電源コネクタを外す際には、ATX 電源装置がオフ

になっていることをご確認ください。 
 
 
シャーシへマザーボードのインストール… 

マザーボードに取り付け穴がありますが、 これらは基部の穴と合わな く

て、スペーサーに取り付けスロットがない場合、心配しないで ください 。 スペ

ーサーは依然として取り付け穴に取り付けることができます。ただ、スペーサ

ーの底部を切りますと 、 (スペーサーは多少硬いので手を切らないようご注意く

ださい)。 これでマザーボードを基部にショー ト の心配な く 、 取り付けることが

できます。場合によっては取り付け穴付近に回路があるため、ネジがマザーボ

ード PCB 表面に触れないよう 、 プラスチックワッシャーを使用する必要がある

かもしれません。この際、ネジが取り付け穴付近の PCB プリン ト 配線回路や部

品に触れないようご注意ください。接触するとボードの故障や動作不良を起こ

す可能性があります。 
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第第第第 1 章章章章 はじめにはじめにはじめにはじめに 
特長の概略特長の概略特長の概略特長の概略 
フォームファクター • 24.4cm x 24.4cm Micro ATX フォームファクター、4 層

PCB 
CPU • AMD Althlon™ 64 プロセッサ(K8)用 Socket 754 

128K L1& 256K/512K / 1M L2 キャッシュオンダイ 
• 1600MHz システムバス 
• 1.6GHz (2800+)以上のコアクロックをサポート 

チップセット • SiS 760 H.T.バス/AGP/VLINK コントローラ 
• SiS 964 統合周辺装置コントローラ(PSIPC) 

メモリ • 2 個の 184 ピン DDR DIMM ソケット 
• DDR400/333/266/200 DIMM をサポート 
• 128MB/256MB/512MB/1GB バッファなし DRAM をサポ

ート 
• 最大 2GB の DRAM 搭載可能 
• 2.5V DDR DIMM のみをサポート 

I/O コントロール • IT8705 
スロット • AGP スロッ ト ( x1)は 533MHzで 8X/4X モード 、AGP3.0 

8X インタフェースをサポート 
• 3 個の PCI スロットは 33MHz および PCI 2.2 準拠 

オンボード IDE • IDE コン ト ロ ーラ 2 個によ り 、 IDE HDD/CD-ROM 
(IDE1, IDE2) さらに PIO, バスマスタ (DMA33/ATA66/ 
ATA100/ATA133)モードに対応 

シリアル ATA • 150 MB/秒動作モードの 2 つのシリアル ATA コネク
タ 

• 内蔵 SiS 964 
オンボー ド周辺デバ
イス 

• 1 個のフロッピーポートで容量 360K、720K、1.2M、
1.44M および 2.88M の 2 基の FDD をサポート 

• 1 個のパラレルポートで通常/EPP/ECP モードをサ
ポート 

• シリアルポート (COMA) x 1、 VGA ポート  x 1、COMB
オンボード 

• 8 個の USB 2.0/1.1 ポート 
• 3 個の IEEE1394 ポート(ケーブルによる) 
• 1 個の IrDA コネクタで赤外線通信サポート 
• 1 個のフロントオーディオコネクタ 

ハードウェアモニタ • CPU/システムファン回転数検出 
• CPU 温度検出 
• CPU 温度警告 
• システム電圧検出 
• CPU/システムファン故障警告 
• 過熱シャットダウン機能 

つづく…… 
 



 

 - 9 - はじめに 
 

日
本

語
日

本
語

日
本

語
日

本
語

 
Italiano 

Deutsch 
Español 

オンボード LAN • 内蔵 RTL8100C (10/100 Mbit) 
• 1 個の RJ45 ポート 

オンボードサウンド • ALC655 CODEC 
• Jack-Sensing サポート 
• ライン出力/2 個のフロントスピーカー 
• ライン入力/2 個のリアスピーカー 

(s/w スイッチによる) 
• マイク入力/センターおよびサブウーファー 

(s/w スイッチによる) 
• SPDIF 入/出力 
• CD 入力/AUX 入力/ゲームコネクタ 

オンボード SATA RAID • オンボード SiS 964 
• 150 MB/秒動作モードの 2 つのシリアル ATA コネク

タ 
• ディスクス ト ライピング(RAID0)およびディスク ミ

ラーリング(RAID1)をサポート 
• 最大 2 個の SATA デバイスをサポート 

オンボード IEEE1394 • 内蔵 TSB43AB23 
PS/2 コネクタ • PS/2 キーボードインタフ ェースおよび PS/2 マウス

インタフェース 
BIOS • ライセンス済み AWARD BIOS 

• Q-Flash をサポート 
その他の機能 • パスワードによる PS/2 キーボード電源オン 

• PS/2 マウス電源オン 
• STR(RAM へのサスペンド) 
• AC 復帰 
• S3 からの USB キーボード/マウスウェイクアップ 
• キーボード過電流保護用のポリヒューズ 
• 過熱シャットダウン機能をサポート 
• @BIOS をサポート 
• EasyTune 4 をサポート 

オーバークロック • BIOS によるオーバークロック(CPU/DDR/AGP/PCI) 
 
 
 
 

 
注意注意注意注意 

CPU ホストクロックはプロセッサ仕様にしたがって 、設定して ください 。システ
ムバスクロックを CPU の仕様を超えて設定することは、CPU 、チップセッ ト およ
び周辺デバイスの標準仕様とは異なるバスクロックとなるのでお勧めしません。
システムが指定されたバスクロックで正常動作するかどうかは、CPU、チ ップセ
ット、メモリ、カードなどのハードウェア設定に依存します。 
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GA-K8S760M マザーボードレイアウトマザーボードレイアウトマザーボードレイアウトマザーボードレイアウト 
 
 
 

 
 
 
 



 

 - 11 - はじめに 
 

日
本

語
日

本
語

日
本

語
日

本
語

 
Italiano 

Deutsch 
Español 

ブロブロブロブロック図ック図ック図ック図 
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第第第第 2 章章章章 ハードウェアのインストール手順ハードウェアのインストール手順ハードウェアのインストール手順ハードウェアのインストール手順 
 

お持ちのコンピュータの設定には下記のステップを完成させる必要がありま

す： 
ステップ 1－中央処理ユニット(CPU)のインストール 
ステップ 2－メモリモジュールのインストール 
ステップ 3－拡張カードのインストール 
ステップ 4－I/O 周辺機器ケーブルのインストール 

    

    
    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

これで完了です！これでハードウェアのインストールは完了しました！ 
電源装置をオンにするか、電源ケーブルをコンセン ト に接続します。引き続

き、BIOS およびソフトウェアのインストールを行います。 

ステップステップステップステップ 1 ステップステップステップステップ 2 ステップステップステップステップ 4 

ステップステップステップステップ 4 

ステップステップステップステップ 4 

ステップステップステップステップ 3 
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ステップステップステップステップ 1：：：：中央処理ユニット中央処理ユニット中央処理ユニット中央処理ユニット(CPU)のインストールのインストールのインストールのインストール 
 
プロセッサおよびクーラーファンのインス トールに先立ち、以下の注意事項に

注意深く従ってください： 
 
 

 
注意注意注意注意 

1. ヒー ト シンクおよびファンがないとプロセッサが過熱し 、修復不能
な損傷を受ける可能性があります。 

2. プロセッサを無理な力でソケットに差さないでください。 
3. プロセッサと冷却ファンの間にはサーマルペース トを塗ってく だ さ

い。 
4. CPU の形式がマザーボードでサポートされているものであることを

確認してください。 
5. CPU ソケッ ト の 1 番ピンと CPU カッ ト部を一致させないと 、 インス

トールに問題が生じます。差す方向を合わせてくだ さい。AMD 公認
の冷却ファンをご使用ください。 

    
プロセッサおよび冷却ファンのインストールは主に 4 ステップで行われます： 
ステップ 1-1. プロセッサの装着 
ステップ 1-2. サーマルペーストの塗布 
ステップ 1-3. 冷却ファンの取り付け 
ステップ 1-4. プロセッサファン電源の接続    
    
ステップ 1-1. まず、プロセッサのピンが曲がっていないことをご確認ください ｡ プロセ

ッサの装着前に、図 1 および図 2 にあるようにソケッ ト レバーをロック解
除位置に移動します。プロセッサを取り付ける前に(マザーボードの面に対
して 90°)。A1 ピン位置はプロセッサの銅色の三角マークの位置とソケッ ト
の三角マークの位置が一致するよう図 3 のように表示されています。プロ
セッサをソケッ トに合わせ静かに置きます。プロセッサを無理にソケッ ト
に押し込まないでください。    

    

図 1.レバーが 65 度の時少しきつい感じが

しますが、きちんと “カチッ ”と音のするま

で 90 度に倒します。 
 
 
 
 
図 2.レバーは 90 度まで引き上げます。 
 
 
 
 
 
 
 
図 3.ソケッ ト およびプロセッサの A1 ピン

位置 。 プロセッサの中央を押さえなが

ら 、 ソ ケッ ト レバーをロ ッ ク位置まで下

ろします。 

レバーがレバーがレバーがレバーが

65 度の時度の時度の時度の時 

ソケ ッ ト ア クソケ ッ ト ア クソケ ッ ト ア クソケ ッ ト ア ク

チュエーシ ョチュエーシ ョチュエーシ ョチュエーシ ョ

ンレバーンレバーンレバーンレバー 
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ステップ 1-2. プロセッサをソケットにインス トールする際、ヒー ト シンクのインストー

ルに先だってプロセッサにサーマルペーストを (図 4 参照)塗布して く ださ

い。AMD は高熱インタフ ェース用材料として 、相変化材料より熱伝導率の

大きなペースト (例 ： 信越化学工業の G751 や G749 タイプ、または相当製品)
の使用を勧めています。相変化材料ではヒー ト シンクとプロセッサ間に強

力な接着作用を生じます。 
この状態でヒートシンクを外すと、 ソケッ トレバーをロック解除位置にしこの状態でヒートシンクを外すと、 ソケッ トレバーをロック解除位置にしこの状態でヒートシンクを外すと、 ソケッ トレバーをロック解除位置にしこの状態でヒートシンクを外すと、 ソケッ トレバーをロック解除位置にし

ないままプロセッサも共に外れ、プロセッサのピンやソケット接点部に損ないままプロセッサも共に外れ、プロセッサのピンやソケット接点部に損ないままプロセッサも共に外れ、プロセッサのピンやソケット接点部に損ないままプロセッサも共に外れ、プロセッサのピンやソケット接点部に損

傷を与えてしまいます。傷を与えてしまいます。傷を与えてしまいます。傷を与えてしまいます。 
** ご使用の CPU とヒートシンクの間にはサーマルテープを貼って放熱効果

を高めるようお勧めします。 (サーマルペーストが硬化するため、CPU 冷却

ファンが CPU に貼り付く可能性があります。この状態で冷却ファンを外そ

う とすると 、 冷却ファンと CPU ソケッ トを C PU から離すことになり 、プロ

セッサに損傷を与える可能性があります。 これを防ぐには、サーマルペー

ストに代えてサーマルテープを使用するか、冷却ファンを細心の注意を払

って外してください。) 
 

 
 
ステップ 1-3. プロセッサにサーマルペーストを塗布したら 、 ヒー ト シンクをプロセッサ

に装着できます。図 5 および 6 に示されるように、ヒートシンクアセンブ

リをサポートフレームに合わせ、スタンドオフで固定します。 
 

 
 
ステップ 1-4.ファン電源ケーブルは図 7 のようにマザーボード上のヘッダに接続します。 
 

 

図 4.プロセッサへのサーマルペーストの塗布。 

図 5&6.スタンドオフで

ヒー ト シンクアセンブ

リの装着 

図 7.ファン電源ケーブルの接続 
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ステップステップステップステップ 2：：：：メモリモジュールのインストールメモリモジュールのインストールメモリモジュールのインストールメモリモジュールのインストール 
 

 
注意注意注意注意 

メモリモジュールのインストールに先立ち 、 以下の注意事項にメモリモジュールのインストールに先立ち 、 以下の注意事項にメモリモジュールのインストールに先立ち 、 以下の注意事項にメモリモジュールのインストールに先立ち 、 以下の注意事項に

注意深く従ってください注意深く従ってください注意深く従ってください注意深く従ってください：：：： 
1. DIMM モジュールはノ ッチにより一方向にしか差せないようにモジュールはノ ッチにより一方向にしか差せないようにモジュールはノ ッチにより一方向にしか差せないようにモジュールはノ ッチにより一方向にしか差せないように

なってる点にご注意く だ さ い。方向を間違えるとインス トーなってる点にご注意く だ さ い。方向を間違えるとインス トーなってる点にご注意く だ さ い。方向を間違えるとインス トーなってる点にご注意く だ さ い。方向を間違えるとインス トー

ルに失敗します。差す方向を合わせてください。ルに失敗します。差す方向を合わせてください。ルに失敗します。差す方向を合わせてください。ルに失敗します。差す方向を合わせてください。 
 
 
マザーボードには 2 個のデュアルインラインメモリモジュール(DIMM)ソケッ ト
が装備されています。 BIOS がメモリ形式および容量を自動的に検出します。 メ
モリモジュールをインス ト ールするには、 DIMM ソケッ トに真っ直ぐ押し込み
ます。 DIMM モジュールはノ ッチにより一方向にしか差せないようになってい
ます。メモリ容量はソケットごとに異なっていても構いません。 
 

 
 
チップ別のメモリサイズ合計 

DIMM に装着されたメモリ チップセッ ト 単位サ

イズ 
備考 

64 Mbit (2Mx8 ビット x4 バンク) 64 Mbyte  
64 Mbit (1Mx16 ビット x4 バンク) 32 Mbyte  
128 Mbit (4Mx8 ビット x4 バンク) 128 Mbyte  
128 Mbit (2Mx16 ビット x4 バンク) 64 Mbyte  
256 Mbit (8Mx8 ビット x4 バンク) 256 Mbyte  
256Mbit (4Mx16x4 バンク) 128 Mbyte  
512 Mbit (16Mx8 ビット x4 バンク) 512 Mbyte  
512 Mbit (8Mx16 ビット x4 バンク) 256 Mbyte  
1 Gbit (32Mx8 ビット x4 バンク) 1Gbyte  
1 Gbit (16Mx16 ビット x4 バンク) 512 Mbyte  

 

ノッチノッチノッチノッチ 
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 1. DIMM モジュールは DIMM ソケッ ト のノ

ッチによ り一方向にしか差せないよ

うになっています。 

 

 2. DIMM メモリは、DIMM ソケッ ト に真っ

直ぐ差します。 そ し て下方に押しま

す。 

 

 3. DIMM ソケッ トの両側にあるプラスチ

ッ クのク リ ッ プを閉じて 、 DIMM モジ

ュールを固定します。 
DIMM モジュールを取り外すにはイン

ストールと逆の手順で行います。 

 
 
DDR の紹介の紹介の紹介の紹介 

DDR (ダブルデータレート ) メモリは、既存の SDRAM のハードウェア構造を基本とし

た、ハイパフォーマンスで高効率のソリューショ ンで、 メモリベンダー、OEM およびシ

ステムインテグレーターにとって採用が容易です。 
DDR メモリは、 PC の業界に大きな進歩となるソリューシ ョンで、既存の SDRAM での

構成でありながらメモリ帯域幅を 2 倍にすることで 、 システムのボトルネックを解消す

るのに飛躍的な進歩を遂げています。現在では、DDR400 メモリの最大帯域幅 3.2GB/s およ

び DDR400/333/266/200 のメモリの完成したラインというソリューシ ョンにより、 DDR メモ

リはサーバー、ワークステーションおよび幅広いデスク ト ッ プ PC に適した、高性能で低

レイテンシの DRAM サブシステムの構築に最善な選択です。 
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ステップステップステップステップ 3：拡張カードのインストール：拡張カードのインストール：拡張カードのインストール：拡張カードのインストール 
 
1. 拡張カードのインスト ールに先立ち 、関連した指示説明をお読み く ださ

い。 
2. コンピュータからケースカバー、固定用ネジ、スロット ブラケッ ト を外し

ます。 
3. マザーボードの拡張スロットに拡張カードを確実に差します。 
4. カー ド の金属接点面がスロッ トに確実に収まったことを確認して く ださ

い。 
5. スロットブラケットのネジを戻して、拡張カードを固定します。 
6. コンピュータのシャーシカバーを戻します。 
7. コンピュータの電源をオンにします。必要であれば BIOS セッ トアップから

拡張カード対象の BIOS 設定を行います。 
8. オペレーティングシステムから関連のドライバをインストールします。 
 

 
 
 
AGP カードのインストール・取外しの際は、AGP スロッ トの端にある白いバー

を静かに引き出してください。AGP カードをオンボードの AGP スロッ ト に合わ

せ、確実に中に差して ください 。ご使用になる AGP カードが小さな白いバーに

よってロックされたことを確認してください。 
 
 
 
 

AGP カード 
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ステップステップステップステップ 4：：：：I/O 周辺機器ケーブルのインストール周辺機器ケーブルのインストール周辺機器ケーブルのインストール周辺機器ケーブルのインストール 
 
ステップステップステップステップ 4-1：：：：I/O 後部パネルの紹介後部パネルの紹介後部パネルの紹介後部パネルの紹介 
 
 

 
 
 
XXXX PS/2 キーボードおよびキーボードおよびキーボードおよびキーボードおよび PS/2 マウスコネクタマウスコネクタマウスコネクタマウスコネクタ 
 

 

PS/2 マウスコネクタ

(6 ピンメス)    

PS/2 キーボード コネ

クタ(6 ピンメス) 

¾ 当コネクタは標準の PS/2 キーボー

ドおよび PS/2 マウスをサポートし

ています。 

 
 
 
 
YYYY パラレルポート、シリアルポート、パラレルポート、シリアルポート、パラレルポート、シリアルポート、パラレルポート、シリアルポート、VGA ポートポートポートポート(LPT/COMA/VGA) 
 

パラレルポート(25 ピンメス) 

 
 

¾ このコネク タ は標準 COM ポー ト

x1、パラレルポート x1、VGA ポート

x1 に対応しています。プリン タ な

どのデバイスはパラレルポー トに

接続し、 マウスやモデムなどはシ

リアルポートに接続します。 

 

 
 
 
 

COMA 
シリアルポート

(9 ピンオス) 

VGA 
VGA ポート 

(15 ピンメス) 
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/  USB / LAN コネクタコネクタコネクタコネクタ 
 
 

 

 USB コネクタに USB キーボード 、 マ
ウス 、 スキャナー 、 zip 、スピーカ
ーなどを接続する前に 、ご使用に
なるデバイスが標準の USB インタ
フ ェースを装備していること をご
確認ください。またご使用の OS が
USB コン トローラをサポート してい
るこ と もご確認 ください 。 ご使用
の OS が USB コン ト ローラをサポー
ト していない場合は、 OS ベンダー
に利用可能なパッチやドライバの
更新についてお問い合わせく だ さ
い。詳細はご使用の OS やデバイス
のベンダーにお問い合わせく だ さ
い。 

 LAN コネクタは 10/100Mbps 速度の高
速イーサネットです。 

 
 

 オーディオコネクタオーディオコネクタオーディオコネクタオーディオコネクタ 
 

 

 オンボードオーデ ィ オ ド ラ イバの
インスト ール後、スピーカーはラ
イン出力ジャッ クに、 マ イ クはマ
イ ク 入力ジ ャ ッ ク に接続でき ま
す。CD-ROM やウォークマンなどは
ライン入力ジャ ッ ク に接続できま
す。 
下記にご注意ください：下記にご注意ください：下記にご注意ください：下記にご注意ください： 
S/W 切替により 、 2-/4-/6-チャンネル
オーディオ機能が使用可能です。 
6-チャンネル機能をご利用になる場
合、ハードウェアは 2 通りの接続方
法があります。 
方法方法方法方法 1：：：： 
“フロン トスピーカー ”を “ラ イン出
力”に接続します 
“リアスピーカー ”を “ライン入力”に
接続します 
“センターおよびサブウーファ ”を“マ
イク入力”に接続します。 
方法方法方法方法 2：：：： 
28 ページを参考に、 SUR_CEN ケー
ブルを最寄の販売店から購入しま
す。 

 
 

2-/4-/6-チャンネルオーディオのインス トール設定に関する詳細チャンネルオーディオのインス トール設定に関する詳細チャンネルオーディオのインス トール設定に関する詳細チャンネルオーディオのインス トール設定に関する詳細
は、は、は、は、78 ページをご参照ください。ページをご参照ください。ページをご参照ください。ページをご参照ください。 

 

ライン入力 
(リアスピーカー) 

ライン出力 
(フロントスピーカー) 

マイク入力(セン タ ーお

よびサブウーファー) 
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ステップステップステップステップ 4-2：：：：コネクタはじめにコネクタはじめにコネクタはじめにコネクタはじめに 
 
 

 
 
 
 

1) ATX_12V 12) SUR_CEN 
2) ATX (Power Connector) 13) SPDIF_IO 
3) CPU_FAN 14) CD_IN 
4) SYS_FAN 15) AUX_IN 
5) FDD 16) F_USB1/ F_USB2 
6) IDE1/ IDE2 17) F1_1394/ F2_1394 
7) SATA0 / SATA1 18) COMB 
8) PWR_LED 19) GAME 
9) F_PANEL 20) IR 
10) BAT 21) INFO_LINK 
11) F_AUDIO 22) CLR_CMOS 
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1) ATX_12V(+12V 電源コネクタ電源コネクタ電源コネクタ電源コネクタ) 
 当コネクタ(ATX_12V)から CPU 動作電圧(Vcore)が供給されます。 

この“ATX_12V コネクタ”が接続されていないと、システムは起動できません。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
2) ATX (ATX 電源コネクタ電源コネクタ電源コネクタ電源コネクタ) 
 ATX 電源ケーブルおよびその他関連デバイスを確実にマザーボードに接続してからこ

そ、AC 電源コードを電源装置に接続できます。 
 
 

 
 

ピン 
番号 

定義 

1 GND 
2 GND 
3 +12V 
4 +12V 

ピン 
番号 

定義 

1 3.3V 
2 3.3V 
3 GND 
4 VCC 
5 GND 
6 VCC 
7 GND 
8 電源装置 
9 5V SB 

(スタンバイ+5V) 
10 +12V 
11 3.3V 
12 -12V 
13 GND 
14 PS_ON 

(ソフトオン/オフ) 
15 GND 
16 GND 
17 GND 
18 -5V 
19 VCC 
20 VCC 
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3) CPU_FAN (CPU ファンコネクタファンコネクタファンコネクタファンコネクタ) 
 CPU クーラーの適切なインストールは、CPU が異常動作をしたり過熱による損傷を受

けたりするのを防止するのに大切である点にご注意ください。CPU ファンコネクタの

最大許容電流は 600 mA です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
4) SYS_FAN (システムファンコネクタシステムファンコネクタシステムファンコネクタシステムファンコネクタ) 
 当コネクタにより 、 システムケース上部の冷却ファンでシステム温度を下げること

ができます。 
 

 
 

ピン 
番号 

定義 

1 GND 
2 +12V 
3 Sense 

 

ピン 
番号 

定義 

1 GND 
2 +12V 
3 Sense 
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5) FDD(フロッピーコネクタフロッピーコネクタフロッピーコネクタフロッピーコネクタ) 
 フロッピードライブのリボンケーブルは FDD に接続して ください 。サポート されて

いるフロッピーディスクのタイプは 360K、 1.2M、 720K、1.44M および 2.88M バイトで

す。 
リボンケーブルの赤い線の側を 1 番ピンに合わせます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
6) IDE1/ IDE2 (IDE1/IDE2 コネクタコネクタコネクタコネクタ) 
 重要なご注意： 

まずハードディスクを IDE1 に、CD-ROM ドライブを IDE2 に接続してください。 
リボンケーブルの赤い線の側を 1 番ピンに合わせます。 
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7) SATA0 / SATA1 (シリアルシリアルシリアルシリアル ATA コネクタコネクタコネクタコネクタ) 
 このコネクタにシリアル ATA デバイスが接続でき 、最大データ転送速度は 150MB/sec

に達します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
8) PWR_LED 
 PWR_LED はシステム電源表示ランプに接続してシステムのオン /オフを表示します。

システムがサスペンドモードになると点滅します。2 色 LED をご使用の場合は、電源

LED は別の色に点灯します。 
 

 
 

ピン 
番号 

定義 

1 GND 
2 TXP 
3 TXN 
4 GND 
5 RXN 
6 RXP 
7 GND 

ピン 
番号 

定義 

1 MPD+ 
2 MPD- 
3 MPD- 
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9) F_PANEL (2 x 10 ピンコネクタピンコネクタピンコネクタピンコネクタ) 
 ご使用のケースのフロン ト パネルにある電源 LED、PC スピーカー、リセッ トスイッ

チおよび電源スイッチなどを以下のピン配列にしたがって、F_PANEL に接続します。 
 

 
 
 
 

HD (IDE ハードデ ィ スク動作表示

LED) (青) 
ピン 1：LED 正極(+) 
ピン 2：LED 負極(-) 

SPEAK (スピーカーコネクタ) 
(アンバー) 

ピン 1：VCC (+) 
ピン 2 - ピン 3：NC 
ピン 4：Data (-) 

RES (リセットスイッチ) (緑) オープン：通常動作時 
シ ョート ：ハードウェアシス

テムのリセット 
PW (ソフ トウェア電源コネク タ ) 
(赤) 

オープン：通常動作時 
ショート：電源オン/オフ 

MSG (メ ッセージ LED/電源/スリー

プ LED) (黄色) 
ピン 1：LED 正極(+) 
ピン 2：LED 負極(-) 

NC(紫) NC 
 

スピーカーコネクタ 

ソフト電源コネクタ 
メ ッセージ LED/電
源/スリープ LED IDE ハードディスク

動作表示 LED 

リセットスイッチ 
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10) BAT (バッテリーバッテリーバッテリーバッテリー) 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11) F_AUDIO(フロントオーディオコネクタフロントオーディオコネクタフロントオーディオコネクタフロントオーディオコネクタ) 
 フロントオーディオコネクタを使用する場合は、 5-6 、9-10 番ジャンパーを外す必要

があります。 
フロントオーディオヘッダーを利用するには、お持ちのシャーシにフロントオーデ

ィオコネクタが装備されている必要があります。また、ケーブルのピン配列がマザ

ーボードヘッダーのピン配列と同じであることをご確認ください 。 お買い求めのシ

ャーシがフロン トオーディオコネクタを装備しているかどうかは、お買い上げ店に

お確かめ ください 。 サウンド再生にはフロン ト オーディオコネクタと リアオーディ

オコネクタが同様に使用可能です。 
 

 
 

注意注意注意注意 
� バッテリーの交換を間違えると爆発の危

険があります。 
� メーカー推奨と同一のタイプの物と交換

してください。 
� 使用済みバッテリーはメーカーの指示に

従って廃棄してください。 
 
CMOS 内容を消去するには… 
1. コンピュータをオフにし 、電源コードの

プラグを外します。 
2. バッテリーを外して、 30秒放置します。

3. バッテリーを入れなおします。 
4. 電源コードのプラグを差し、 コンピュー

タをオンにします。 

ピン 
番号 

定義 

1 MIC 
2 GND 
3 REF 
4 電源 
5 フロン ト オーデ ィ

オ(R) 
6 リアオーディオ(R) 
7 予備 
8 ピンなし 
9 フロン ト オーデ ィ

オ(L) 
10 リアオーディオ(L) 
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12) SUR_CEN (サラウンドセンターコネクタサラウンドセンターコネクタサラウンドセンターコネクタサラウンドセンターコネクタ) 
 オプション装備の SUR_CEN ケーブルは最寄の販売店にお問い合わせ下さい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
13) SPDIF_IO(SPDIF 入入入入/出力コネクタ出力コネクタ出力コネクタ出力コネクタ) 
 SPDIF 出力はデジタルオーディオを外部スピーカーに、 AC3 圧縮データを外部ドルビ

ーデジタルデコーダーに出力できます。この機能はお持ちのステレオ装置がデジタ

ル入力機能を装備している場合のみ使用可能です。SPDIF_IO コネクタの極性にご注意

ください。SPDIF ケーブルの接続にはピン配列をご確認ください。ケーブルとコネク

タ間での誤った接続はデバイスの動作不能や故障の原因となります。オプシ ョン装

備の SPDIF ケーブルのお求めには地元の販売店にお問い合わせください。 
 

ピン 
番号 

定義 

1 SUR OUTL 
2 SUR OUTR 
3 GND 
4 ピンなし 
5 CENTER_OUT 
6 BASS_OUT 

ピン 
番号 

定義 

1 VCC 
2 ピンなし 
3 SPDIF 
4 SPDIFI 
5 GND 
6 GND 
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14) CD_IN (CD 入力コネクタ入力コネクタ入力コネクタ入力コネクタ) 
 CD-ROM または DVD-ROM のオーディオ出力はこのコネクタに接続します。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
15) AUX_IN (AUX 入力コネクタ入力コネクタ入力コネクタ入力コネクタ) 
 他のデバイス(例えば PCI TV チューナーの音声出力)をコネクタに接続してください。 
 
 

 

ピン 
番号 

定義 

1 AUX-L 
2 GND 
3 GND 
4 AUX-R 

 

ピン 
番号 

定義 

1 CD-L 
2 GND 
3 GND 
4 CD-R 
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16) F_USB1 / F_USB2(フロントフロントフロントフロント USB コネクタコネクタコネクタコネクタ) 
 フロント USBコネクタの極性にご注意ください。 フロン ト USBケーブルの接続にはピ

ン配列をご確認ください 。 ケーブルとコネクタ間での誤った接続はデバイスの動作

不能や故障の原因となります。オプシ ョ ン装備のフロン ト USB ケーブルのお求めに

は地元の販売店にお問い合わせください。 
 

 
 
 
 
17) F1_1394 / F2_1394 (IEEE1394 コネクタコネクタコネクタコネクタ) 
 電気電子学会で制定されたシリアルインタフ ェ ース規格で、高速転送、広帯域、お

よびホッ トプラグを特徴としています。 IEEE1394 コネクタの極性にご注意ください。

IEEE1394 ケーブルの接続にはピン配列をご確認ください。ケーブルとコネクタ間での

誤った接続はデバイスの動作不能や故障の原因とな り ます 。 オプショ ン装備の

IEEE1394 ケーブルのお求めにはトルの販売店にお問い合わせください。 

 

 
 
 
 
 

ピン 
番号 

定義 

1 電源 
2 電源 
3 USB Dx- 
4 USB Dy- 
5 USB Dx+ 
6 USB Dy+ 
7 GND 
8 GND 
9 ピンなし 
10 NC 

ピン 
番号 

定義 

1 電源 
2 電源 
3 TPA0+ 
4 PTA0- 
5 GND 
6 GND 
7 TPB0+ 
8 TPB0- 
9 電源 
10 電源 
11 TPA1+ 
12 TPA1- 
13 GND 
14 ピンなし 
15 TPB1+ 
16 TPB1- 

ピン 
番号 

定義 

1 TPA2+ 
2 TPA2- 
3 GND 
4 GND 
5 TPB2+ 
6 TPB2- 
7 ピンなし 
8 電源 
9 電源 
10 GND 
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18) COMB(COM B コネクタコネクタコネクタコネクタ) (白白白白) 
 COMB コネクタの極性にご注意ください。COMB のケーブルを接続の際は、ピン配列

にご注意ください 。オプショ ン装備の COMB ケーブルは最寄の販売店にお問い合わせ
下さい。 

 

 
 
 
 
 
 
 
19) GAME (ゲームコネクタゲームコネクタゲームコネクタゲームコネクタ) 
 このコネクタはジョイスティ ッ ク 、MIDI キーボードおよびその他関連オーディオデバ

イスをサポート しています。ゲームケーブルを接続の際は、ピン配列にご注意くだ
さい。オプション装備のゲームケーブルは最寄の販売店にお問い合わせ下さい。 
 

 
 
 
 
 

ピン 
番号 

定義 

1 NDCDB- 
2 NSINB 
3 NSOUTB 
4 NDTRB- 
5 GND 
6 NDSRB- 
7 NRTSB- 
8 NCTSB- 
9 NRIB- 
10 ピンなし 

ピン 
番号 

定義 

1 VCC 
2 GRX1_R 
3 GND 
4 GPSA2 
5 VCC 
6 GPX2_R 
7 GPY2_R 
8 MSI_R 
9 GPSA1 
10 GND 
11 GPY1_R 
12 VCC 
13 GPSB1 
14 MSO_R 
15 GPSB2 
16 ピンなし 
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20) IR 
 IR デバイスの 1 番ピンとコネクタの 1 番ピン側が合っているかご確認ください。オン

ボードの IR 機能を使用するには、オプシ ョン装備の IR モジュールの購入が必要で

す。 IR/CIR または IR コネクタの極性にご注意ください 。 I R ケーブルの接続にはピン配

列をご確認ください。ケーブルとコネクタ間での誤った接続はデバイスの動作不能

や故障の原因となります。オプショ ン装備の IR ケーブルのお求めには地元の販売店

にお問い合わせください。 
 

 
 
 
 
 
 
21) INFO_LINK 
 このコネクタにより、外部デバイスを接続して拡張機能を付加できます。外部デバ

イスのケーブルを接続の際は、ピン配列にご注意ください 。 オプショ ン装備の外部

デバイスケーブルについては最寄の販売店にお問い合わせください。 
 

 
 

ピン 
番号 

定義 

1 VCC(+5V) 
2 ピンなし 
3 IR データ入力 
4 GND 
5 IR データ出力 

ピン 
番号 

定義 

1 SMBCLK 
2 VCC 
3 SMBDATA 
4 GPIO 
5 GND 
6 GND 
7 ピンなし 
8 NC 
9 +12V 
10 +12V 
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22) CLR_CMOS (CMOS クリアクリアクリアクリア) 
 このジャンパーにより 、CMOS データをクリアしてデフォル ト 値に復元できます。

CMOS のクリアには一時的に 1-2 番ピンをシ ョートさせます。デフォルトではジャン

パーの不適切な使用を防ぐ“シャンター(shunter)”はありません。 
 

 
 
 
 
 

短く：CMOS クリア 
 
 
 
オープン：通常 
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第第第第 3 章章章章 BIOS のセットアップのセットアップのセットアップのセットアップ 
 
BIOS のセットア ップでは BIOS セットア ッププログラムの概要を説明します。

プログラムにより 、 ユーザーは基本システム設定を変更できます。このタイプ

のデータはバッテリーバック (battery-backed)付き CMOS RAM に保存されるので、

電源をオフにしてもセットアップデータは保たれます。 
    

セットアップの起動セットアップの起動セットアップの起動セットアップの起動 
コンピュータをオンにし 、 すぐに<Del>を押すと、セ ッ ト ア ッ プが起動されま

す。BIOS の詳細設定が必要な場合は、 “Advanced BIOS” 設定メニューに移って く

ださい。 Advanced BIOS 設定メニューは BIOS 画面で“Ctrl+F1”キー操作で表示され

ます。 
 
制御用キー制御用キー制御用キー制御用キー 
<↑> 前の項目に戻る 
<↓> 次の項目に進む 
<←> 左側の項目に移る 
<→> 右側の項目に移る 
Enter 項目の選択 
<Esc> メインメニュー – CMOS Status Page Setup Menu と Option Page Setup 

Menu を変更せずに終了–現在のページを終了し 、 メ インメニューに

戻る 
<+/PgUp> 数値を増加または変更 
<-/PgDn> 数値を減少または変更 
<F1> 一般のヘルプ、 Status Page Setup Menu および Option Page Setup Menu の

みを対象 
<F2> 項目のヘルプ 
<F3> 予備 
<F4> 予備 
<F5> CMOS を前の CMOS 設定に戻す、Option Page Setup Menu のみを対象 
<F6> BIOS デフォルトテーブルから安全なデフォルト CMOS 設定値をロー

ド 
<F7> 最適デフォルト値をロード 
<F8> Q-Flash ユーティリティ 
<F9> システム情報 
<F10> CMOS 変更を全て保存、メインメニューのみを対象 
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へルプの表示へルプの表示へルプの表示へルプの表示 

メインメニューメインメニューメインメニューメインメニュー 
ハイライ ト表示された設定機能のオンライン説明がスクリーン下部に表示され

ます。 
status page setup メニューメニューメニューメニュー / Option Page Setup メニューメニューメニューメニュー 

F1 を押すとハイライト表示された項目に使用可能なキーおよび可能な選択内容

が小さなウ ィン ドウに表示されます。ヘルプウィ ン ド ウを閉じるには<Esc>を
押します。 
    

メインメニューメインメニューメインメニューメインメニュー(例例例例：：：：BIOS Ver.: F1z)    
Award BIOS CMOS セッ トアップユーティリテ ィ を起動すると、画面にメインメ

ニュー(図 1)が表示されます。 メ インメニューから設定機能 8 項目および 2 種類

が選ばれます。矢印キーで項目を選び<Enter>を押して決定、またはサブメニュ

ーに進みます。 
 

CMOS セットアップユーティリティ-Copyright (C) 1984-2004 Award ソフトウェア 

 
図 1：メインメニュー 

 
必要な設定項目が見当たらない場合は、必要な設定項目が見当たらない場合は、必要な設定項目が見当たらない場合は、必要な設定項目が見当たらない場合は、 “Ctrl+F1”を押して詳細を押して詳細を押して詳細を押して詳細

設定を展開してください。設定を展開してください。設定を展開してください。設定を展開してください。 
 

 

z Standard CMOS Features    
この設定ページには標準互換 BIOS 内の項目全部が含まれています。 

z Advanced BIOS Features    
この設定ページには Award 専用拡張機能の項目全部が含まれています。 

 
注 
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z Integrated Peripherals 
この設定ページにはオンボードペリフェラル項目が全て含まれています。 

z Power Management Setup 
この設定ページには節電機能関連項目が全て含まれています。 

z PnP/PCI Configurations 
この設定ページには PCI およびプラグアンドプレイ ISA リソースの設定項目が全て含

まれています。 

z PC Health Status 
この設定ページは、システムにより自動検出された温度、電圧、ファン速度が表示

されます。 

z Frequency/Voltage Control 
この設定ページは CPU クロックおよびクロックレシオを調節するものです。 

z Top Performance 
システム性能を最大化したい場合は、“Top Performance”を有効に設定してください。 

z Load Fail-Safe Defaults 
Fail-Safe Defaults はシステムが安定動作する設定値を表示します。 

z Load Optimized Defaults 
Optimized Defaults はシステムが最良の性能で動作する設定値を表示します。 

z Set Supervisor password 
パスワードの変更、設定、無効化を行います 。 これでシステムおよびセット ア ッ

プ、またはセットアップのみへのアクセスを制限します。 

z Set User password 
パスワードの変更、設定、無効化を行います。これでシステムへのアクセスを制限

します。 
z Save & Exit Setup 

CMOS 設定値を CMOS に保存し、セットアップを終了します。 

z Exit Without Saving 
CMOS 設定値を全てキャンセルし、セットアップを終了します。 
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Standard CMOS Features    
 

CMOS セットアップユーティリティ-Copyright (C) 1984-2004 Award ソフトウェア 

Standard CMOS Features 

 
図 2：Standard CMOS Features 

 
 
&&&&    Date 

日付のフォーマットは<曜日>、<月>、<日>、<年>です。 
 Week 日曜から土曜までの曜日は BIOS で設定され、表示用のみです。 

 Month 月は 1 月から 12 月までです。 

 Day 日は 1 から 31(またはその月に存在する日数)までです 

 Year 年は 1999 から 2098 までです 
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& Time 

時刻のフォーマッ ト は<時> <分> <秒>です。時刻は 24 時間制です。例えば午

後 1 時は 13:00:00 となります。 
 
& IDE Primary Master, Slave / IDE Secondary Master, Slave 

この項目はコンピュータにインストールされたドライブ Cから F までのハー

ドデ ィ スクのタイプを検出します。 タイプはオートとマニュアルの 2 種類があ

ります。マニュアルタイプはユーザー定義可能です。オートタイプは HDD のタ

イプを自動検出します。 
ご使用のドライブの仕様はド ライブテーブルと一致している必要があります。

この項目で不正確なデータを入力すると、ハードデ ィ スクは正常に動作しませ

ん。 
ユーザータイプを選択すると 、以下の項目の入力を求められます。必要なデー

タをキーボード入力し 、 <Enter>を押します。これらの情報はご使用のハードデ

ィスクベンダーまたはシステムメーカーからの説明書に載せられています。 
 Capacity ハードディスクサイズ。単位はメガバイト(MB)。 

 Access Mode オプション：自動/大/LBA/通常。 

 Cylinder ハードディスクのシリンダ数です。 

 Head ハードディスクの読み取り/書き込みヘッド数です。 

 Precomp ディスクドライバが書き込み速度を変更するシリンダ数です。 

 Landing Zone ディスク ドライバが読み書きを行うシリンダ数は、ディスクド ライ

ブを取り付ける際に決定されます。 

 Sectors ハードディスク上に各トラックのセクタ数。 
ハードディスクがインストールされていない場合は NONE を選び、<Enter>を押します。 
 

& Drive A / Drive B 

この項目はコンピュータにインストールされたフロッピードライブ A また

はドライブ B のタイプを設定します。 
 None フロッピードライブはインストールされていません 

 360K, 5.25” 5.25 インチ PC 内蔵標準ドライブ；容量は 360K バイト 

 1.2M, 5.25” 5.25 インチ AT タイプ高密度ドライブ；容量は 1.2M バイト 
(3 モードが有効の場合は 3.5 インチ) 

 720K, 5.25” 3.5 インチ両面ドライブ；容量は 720K バイト 

 1.44M, 5.25” 3.5 インチ両面ドライブ；容量は 1.44M バイト 

 2.88M, 5.25” 3.5 インチ両面ドライブ; 容量は 2.88M バイト。 
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&&&&    Floppy 3 Mode Support (for Japan Area)    

 Disabled 通常のフロッピードライブ。(デフォルト値) 

 Drive A ドライブ A は 3 モードフロッピードライブです。 

 Drive B ドライブ B は 3 モードフロッピードライブです。 

 Both ドライブ A および B は 3 モードフロッピードライブです。 

 
&&&&    Halt on    

この項目で電源投入時にエラー検出があった場合に、コンピュータを停止

するかどうかを決定します。 
 No Errors システム起動時にエラー検出があって表示されても 、 続行しま

す。 

 All Errors BIOS が重大ではないエラーを検出しても、システムは停止しま

す。(デフォルト値) 

 All, But Keyboard システム起動はキーボードエラーでは続行しますが、それ以外

のエラーでは停止します。 

 All, But Diskette システム起動はディスクエラーでは続行しますが、それ以外の

エラーでは停止します。 

 All, But Disk/Key システム起動はキーボードエラーまたはディスクエラーでは続

行しますが、それ以外のエラーでは停止します。 

 
&&&&    Memory    

この項目は表示のみで、BIOS の POST (電源起動時セルフテスト )によって判

断されます。 
 
Base Memory    

BIOSのPOSTはシステムにインストールされているベース(コンベンシ ョナル)メモ

リ容量を検出します。 
ベースメモリ容量は通常 512 K 搭載のマザーボードではシステム用に 512 K で、

640 K 以上搭載のマザーボードではシステム用に 640 K となります。 
 

Extended Memory    
BIOS は POST 中に拡張メモリ容量を検出します。 
これは CPU メモリアドレスマップ上で 1M バイト以上に位置する容量です。 
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Advanced BIOS Features 
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図 3：Advanced BIOS Features 

 

&&&&    Hard Disk Boot Priority    

デバイス選択には<↑>または<↓>を使用し、 リスト内は<+>で上方に移動また<->で下

方に移動します。<ESC>を押すとこのメニューを終了します。 

 Press Enter ハードディスク起動デバイスの優先順位を選択する。 

 
&&&&    First / Second / Third Boot Device    

この機能は起動デバイスの優先順位を決定します。 

 Floppy 起動用デバイスの優先順位でフロッピーを指定します。 

 LS120 起動用デバイスの優先順位で LS120 を指定します。 

 Hard Disk 起動用デバイスの優先順位でハードディスクを指定します。 

 CDROM 起動用デバイスの優先順位で CDROM を指定します。 

 ZIP 起動用デバイスの優先順位で ZIP を指定します。 

 USB-FDD 起動用デバイスの優先順位で USB-FDD を指定します。 

 USB-ZIP 起動用デバイスの優先順位で USB-ZIP を指定します。 

 USB-CDROM 起動用デバイスの優先順位で USB-CDROM を指定します。 

 USB-HDD 起動用デバイスの優先順位で USB-HDD を指定します。 

 LAN 起動用デバイスの優先順位で LAN を指定します。 

 Disabled 起動用デバイスの優先順位で無効を指定します。 
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&&&&    Password Check 

 System プロンプ ト時に正しいパスワードが入力されない場合は、システム

は起動せず、セットアップ画面も表示できません。 

 Setup プロンプ ト時に正しいパスワードが入力されない場合は、システム

は起動しますが、セットアップ画面は表示できません。 
(デフォルト値) 

 

&&&&    Flexible AGP 8X 

 Auto AGP の互換性および安定性にしたがって、 AGP 転送モードを自動設

定します。(デフォルト値) 

 8X AGP カードが 8X モード対応の場合は AGP 転送モードを常に 8X と設

定します。 

 4X AGP カードの転送レートを問わず、 AGP 転送レートを 4X に設定しま

す。 

 
&&&&    Init Display First 

モニタ表示の初期設定としてオンボード AGP または PCI VGA カードを指定します。 

 PCI 初期ディスプレイを優先に PCI に設定。(デフォルト値) 

 AGP 初期ディスプレイを優先に AGP に設定。 
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図 4：Integrated Peripherals 

 

&&&&    On-Chip Primary PCI IDE 

 Enabled オンボードのプライマリチャンネル IDE のポートを有効にします。

(デフォルト値) 

 Disabled オンボードのプライマリチャンネル IDE のポートを無効にします。 
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&&&&    On-Chip Secondary PCI IDE 
 Enabled オンボードのセカンダリチャンネル IDE のポートを有効にします。

(デフォルト値) 

 Disabled オンボードのセカンダリチャンネル IDE のポートを無効にします。 

 

&&&&    IDE DMA transfter access 
 Enabled IDE DMA 転送アクセスを有効にします。(デフォルト値) 

 Disabled IDE DMA 転送アクセスを無効にします。 

 

&&&&    AC97 Audio 
 Enabled オンボード AC’97 オーディオ機能が自動的に検出します。 

(デフォルト値) 

 Disabled この機能を無効にします。 

 

&&&&    USB Controller 
オンボードの USB 機能を使用されない場合は、この機能を無効にできます。 

 Disabled USB コントローラを無効にします。 

 Enabled USB コントローラを有効にします。(デフォルト値) 

 

&&&&    USB Legacy Support 
USB キーボードやマウスがインストールされている場合は有効に設定してくだ さい。  

 Disabled USB キーボードまたはマウスサポートを無効にします。 
(デフォルト値) 

 Enabled USB キーボードまたはマウスサポートを有効にします。 

 

&&&&    Onboard LAN device 
 Enabled Lan チップ機能を有効にします。(デフォルト値) 

 Disabled この機能を無効にします。 

 

&&&&    Onboard 1394 
 Enabled IEEE1394 チップ機能を有効にします。(デフォルト値) 

 Disabled この機能を無効にします。 

 

&&&&    SiS Serial ATA Controller 
 Enabled オンボードシリアル ATA コントローラ機能を有効にします。 

(デフォルト値) 

 Disabled この機能を無効にします。 
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& SiS Serial ATA Mode 
 RAID オンボードシリアル ATA チップ機能を RAID として選択します。 

(デフォルト値) 
 IDE オンボードシリアル ATA チップ機能を IDE として選択します。 

 
& Onboard LAN Boot ROM 

この機能で、オンボード LAN チップのブート ROM を起動するかどうか設定します。 
 Enabled オンボード LAN チップ機能を有効にします。 
 Disabled この機能を無効にします。(デフォルト値) 

 
& Onboard Serial Port 1 

 Auto BIOS は自動的に 1 番ポートアドレスを設定します。 
 3F8/IRQ4 オンボードシリアルポート 1 番を有効にし、ア ド レスを 3F8 に設定

します。(デフォルト値) 
 2F8/IRQ3 オンボードシリアルポート 1 番を有効にし、ア ド レスを 2F8 に設定

します。 
 3E8/IRQ4 オンボードシリアルポート 1 番を有効にし、ア ド レスを 3E8 に設定

します。 
 2E8/IRQ3 オンボードシリアルポート 1 番を有効にし、ア ド レスを 2E8 に設定

します。 
 Disabled オンボードシリアルポート 1 番を無効にします。 

 
& Onboard Serial Port 2 

 Auto BIOS は自動的に 2 番ポートアドレスを設定します。 
 3F8/IRQ4 オンボードシリアルポート 2 番を有効にし、ア ド レスを 3F8 に設定

します。 
 2F8/IRQ3 オンボードシリアルポート 2 番を有効にし、ア ド レスを 2F8 に設定

します。(デフォルト値) 
 3E8/IRQ4 オンボードシリアルポート 2 番を有効にし、ア ド レスを 3E8 に設定

します。 
 2E8/IRQ3 オンボードシリアルポート 2 番を有効にし、ア ド レスを 2E8 に設定

します。 
 Disabled オンボードシリアルポート 2 番を無効にします。 

 
& UART Mode Select 

この項目でオンボード I/O チップの赤外線(IR)機能の設定を行います 
 Normal オンボード I/O チップ UART をノーマルモードに設定します。 

(デフォルト値) 
 IrDA オンボード I/O チップ UART を IrDA モードに設定します。 
 AKSIR オンボード I/O チップ UART を ASKIR モードに設定します。 
 SCR スマートカードインタフェースとして使用します。 

 
& UR2Duplex Mode 

 Full IR 機能全二重通信。 
 Half IR 機能半二重通信。(デフォルト値) 
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&&&&    Onboard Parallel port 
 378/IRQ7 オンボード LPT ポートを有効にし 、アドレスを 378/IRQ7 に設定しま

す。(デフォルト値) 

 278/IRQ5 オンボード LPT ポートを有効にし 、アドレスを 278/IRQ5 に設定しま

す。 

 Disabled オンボード LPT ポートを無効にします。 

 3BC/IRQ7 オンボード LPT ポートを有効にし 、アドレスを 3BC/IRQ7 に設定しま

す。  

 
&&&&    Parallel Port Mode 

サポートするポートモードを通してアドバンスドプ リ ンタに接続することができま

す。 

 SPP パラレルポートを標準パラレルポートとして使用します。 
(デフォルト値) 

 EPP パラレルポートを拡張パラレルポートとして使用します。 

 ECP パラレルポートを拡張機能ポートとして使用します。 

 ECP+EPP パラレルポートを ECP および EPP モードで使用します。 

 
&&&&    ECP Mode Use DMA 

この機能で、ECP モードを指定するとダイレク ト メモリアクセス(DMA)チャンネルの

指定が可能となります。 

 1 ECP モード使用 DMA を 1 に設定します。 

 3 ECP モード使用 DMA を 3 に設定します。(デフォルト値) 

 
&&&&    Game Port Address 

 201 ゲームポートアドレスを 201 に設定します。(デフォルト値) 

 209 ゲームポートアドレスを 209 に設定します。 

 Disabled この機能を無効にします。 

 
&&&&    Midi Port Address 

 300 MIDI ポートアドレスを 300 に設定します。 

 330 MIDI ポートアドレスを 330 に設定します。 

 Disabled この機能を無効にします。(デフォルト値) 

 
&&&&    Midi Port IRQ 

 5 MIDI ポートの IRQ を 5 に設定します。 

 10 MIDI ポートの IRQ を 10 に設定します。(デフォルト値) 
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図 5：Power Management Setup 

 
 
&&&&    ACPI Suspend Type 

 S1(POS) ACPI OSで、suspend typeを Power On Suspendに設定します(電源オンサ

スペンド)。(デフォルト値) 

 S3(STR) ACPI OS で、suspend type を Suspend To RAM に設定します(RAM へのサ

スペンド)。 

 
&&&&    Soft-Off by PWR_BTTN 

 Off 電源ボタンを押すと、システムの電源はすぐオフになります。 
(デフォルト値) 

 Suspend 電源ボタンを 4 秒以上押し続けると、システムの電源はオフになり

ます。ボタンを押す時間が 4 秒未満の時はシステムはサスペンドモ

ードになります。 
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&&&&    System After AC Back 

 Laststate 電源のオン/オフは AC 停電直前の状態に依存します。 

 Off AC 復帰の時は常にオフにします。(デフォルト値) 

 On AC 復帰の時は常にオンにします。 

 
&&&&    IRQ [3-7, 9-15], NMI 

IRQ [3-7, 9-15]または NMI が呼び出されると 、 サスペンドタイマーは再ロードされてシ

ステムをグリーンモードへの移行を予防します。 

 Disabled IRQ [3-7, 9-15]および NMI のモニタを無効にします。 

 Enabled IRQ [3-7, 9-15]および NMI のモニタを有効にします。(デフォルト値) 

 
&&&&    Modem Ring On 

モデム経由での着信または LAN上の別のクライアン トサーバーからの入力信号がある

と、システムはサスペンドモードから復帰します。 

 Disabled モデムリングオン機能を無効にします。 

 Enabled モデムリングオン機能を有効にします。(デフォルト値) 

 
&&&&    PME Event Wake Up 

PME をウェイクアップイベントとして設定します。 

 Disabled この機能を無効にします。 

 Enabled PME イベントウェイクアップを有効にします。(デフォルト値) 

 
&&&&    USB Device Wake-up From S3 

 Disabled S3 からの USB デバイスウェイクアップ機能を無効にします。 
(デフォルト値) 

 Enabled S3 からの USB デバイスウェイクアップ機能を有効にします。 

 
&&&&    Power On by Keyboard 

 Password キーボード電源オン機能のパスワードを 1-8 文字で入力して く ださ

い。 

 Disabled この機能を無効にします。(デフォルト値) 

 Any key “パワーキー”ボタンがキーボードにある場合は、そのキーを押すと

システム電源がオンになります。 
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&&&&    Power On by Mouse 

 Disabled この機能を無効にします。(デフォルト値) 

 Enabled マウスを動かすかクリックすると、システムがオンになります。 

 
&&&&    Resume by Alarm 

“Resume by Alarm”項目の設定で、入力した月/日付/時刻にシステム電源がオンになりま

す。 

 Disabled この機能を無効にします。(デフォルト値) 

 Enabled アラーム機能を有効にすることで、電源オンにします。 

RTC アラームによる電源オンが有効の場合。 

アラーム月： NA, 1~12 

日付(月)： 毎日、1-31 

時刻(hh:mm:ss)： (0~23):(0~59):(0~59) 
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PnP/PCI Configurations 
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PnP/PCI Configurations 

 
図 6：PnP/PCI Configurations 

 
 
&&&&    PCI 1 IRQ Assignment 

 Auto PCI 1 へ IRQ を自動的に割当てます。(デフォルト値) 

 3,4,5,7,9,10,11,12,14,15 PCI 1 に IRQ 3,4,5,7,9,10,11,12,14,15 を割当てます。 

 
&&&&    PCI 2 IRQ Assignment 

 Auto PCI 2 へ IRQ を自動的に割当てます。(デフォルト値) 

 3,4,5,7,9,10,11,12,14,15 PCI 2 に IRQ 3,4,5,7,9,10,11,12,14,15 を割当てます。 

 
&&&&    PCI 3 IRQ Assignment 

 Auto PCI 3 へ IRQ を自動的に割当てます。(デフォルト値) 

 3,4,5,7,9,10,11,12,14,15 PCI 3 に IRQ 3,4,5,7,9,10,11,12,14,15 を割当てます。 
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図 7：PC Health Status 

 
&&&&    Current Voltage (V) Vcore / DDR25 / + 3.3V / + 12V 

 システム電圧状態を自動検出します。 

 
&&&&    Current Thermistor Temperature 

 CPU 温度を自動検出します。 

 
&&&&    Current CPU/SYSTEM FAN Speed (RPM) 

 CPU/SYSTEM ファン速度状態を自動検出します。 

 
&&&&    CPU Warning Temperature 

 Disabled この機能を無効にします。(デフォルト値) 

 60°C / 140°F 現在温度が 60°C / 140°F を超えるとアラームを発します。 

 70°C / 158°F 現在温度が 70°C / 158°F を超えるとアラームを発します。 

 80°C / 176°F 現在温度が 80°C / 176°F を超えるとアラームを発します。 

 90°C / 194°F 現在温度が 90°C / 194°F を超えるとアラームを発します。 
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&&&&    CPU FAN Fail Warning 

 Disabled ファン警告機能を無効にします。(デフォルト値) 

 Enabled ファン停止時のファン警告アラームを有効にします。 

 
&&&&    SYSTEM FAN Fail Warning 

 Disabled ファン警告機能を無効にします。(デフォルト値) 

 Enabled ファン停止時のファン警告アラームを有効にします。 
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図 8：Frequency/Voltage Control 

 

&&&&    CPU Clock 

 200~250 CPU ホストクロックを 200MHz から 250MHz の間に設定します。 

 
&&&&    CPU Voltage Control 

 調整可能な CPU Vcore +5.0%から+10.0%に対応。 
(デフォルト値：ノーマル) 

0 CPU の電圧を高めに設定すると 、C PU が損傷したり CPU の寿命を縮めたりしま

す。間違った設定はシステムの故障の原因となります。パワーユーザーのみ操作

してください！ 

 
&&&&    AGP Voltage Control 

 Normal AGP 電圧制御を通常設定にします。(デフォルト値) 

 +0.1V. AGP 電圧制御を+0.1V に設定します。 

 +0.2V AGP 電圧制御を+0.2V に設定します。 

 +0.3V AGP 電圧制御を+0.3V に設定します。 

0 間違った設定はシステムの故障の原因となります。パワーユーザーのみ操作して

ください！ 
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&&&&    DDR Voltage Control 

 Normal DDR 電圧制御を通常設定にします。(デフォルト値) 

 +0.1V DDR 電圧制御を+0.1V 増加させます。 

 +0.2V DDR 電圧制御を+0.2V 増加させます。 

0 間違った設定はシステムの故障の原因となります。パワーユーザーのみ操作して

ください！ 
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図 9：Top Performance 

 
 
 
 
Top Performance 

システム性能を最大化したい場合は、“Top Performance”を有効に設定してください。 

 Disabled この機能を無効にします。(デフォルト値) 

 Enabled 最高性能を有効にします。 

 
0 “Top Performance”は H/W 作業速度を高めます。異なるシステム設定(H/W コンポーネント

と OS)が結果に影響します。例えば、同じ H/W 設定でも Windows XP では正し く作動せ

ず、Windows NT ではスムーズに作動することがあります。 このため、システム性能が

優れないと 、 信頼性または安定性に問題が生じることがあります。この場合はこの

オプションを無効にすることを推奨します。 
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Load Fail-Safe Defaults 
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図 9：Load Fail-Safe Defaults 

 
 
 
 
Load Fail-Safe Defaults 

Fail-Safe defaults はシステムパラメータの最適値で構成され、システムに最低限の性能

で動作します。 
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図 10：Load Optimized Defaults 

 

 

 

 

Load Optimized Defaults 
この設定を選択すると 、BIOS の出荷時デフォルト値およびシステムが自動検知する

チップセット機能がロードされます。 
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図 11：パスワードの設定 

 
 

この機能を選択すると 、画面中央に以下のメッセージが表示され 、パスワ

ード作成のヒントを提供します。 
最大 8文字のパスワードをキー入力し、 <Enter>を押します。パスワードの確

認を求められます。パスワードを再度キー入力し 、 <Enter>を押します。<Esc>を
押すと設定は中断され、パスワード入力を中止します。 

パスワードを無効にするには、パスワード入力を求められた時点で<Enter>
を押します。 “パスワードが無効になりました ”という メ ッセージが表示され、

パスワード無効を確認します。パスワードが無効になると 、 システムが起動

し、いつでもセットアップが可能となります。 
BIOS セッ ト アッププログラムには異なる 2 つのパスワードが使用できま

す。 
SUPERVISOR PASSWORD および USER PASSWORD です。無効にすると、誰で

も BIOS セットア ッププログラム機能が使用できます。有効にすると 、BIOS セ

ッ トアッププログラムの設定欄全てを表示するには管理者パスワード 、基本項

目のみ表示するにはユーザーパスワードの入力が必要となります。 
詳細 BIOS 機能メニュー内の“Password Check”で“System”を選ぶと 、システム再

起動のたびまたはセッ トア ップに入るたびに、パスワード入力が要求されま

す。 
詳細 BIOS機能メニュー内の“Password Check”で“Setup”を選ぶと、セッ ト アップ

に入るときのみパスワード入力が要求されます。 
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Save & Exit Setup    
CMOS セットアップユーティリティ-Copyright (C) 1984-2004 Award ソフトウェア 

 
図 12：Save & Exit Setup 

 
 
 
 
“Y”を入力すると 、ユーザー設定値を RTC CMOS に保存し 、セッ トアップユーテ

ィリティを終了します。 
“N”を入力すると、セットアップユーティリティに戻ります。 
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Exit Without Saving    
CMOS セットアップユーティリティ-Copyright (C) 1984-2004 Award ソフトウェア 

 
図 13：Exit Without Saving 

 
 
 
 
“Y”を入力すると 、ユーザー設定値を RTC CMOS に保存せずにセッ ト アップユー

ティリティを終了します。 
“N”を入力すると、セットアップユーティリティに戻ります。 
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第第第第 4 章章章章 技術情報技術情報技術情報技術情報 
 

@BIOS™紹介紹介紹介紹介 
 
Gigabyte がががが@BIOS を発表しますを発表しますを発表しますを発表します    

Windows BIOS ライブアップデートユーティリティライブアップデートユーティリティライブアップデートユーティリティライブアップデートユーティリティ 
 

 
 

BIOS 更新をご自分で行ったことがおありで

すか？または BIOS は何かは知っていても更

新するのは躊躇する、大勢の一人かもしれ

ません？理由としては、最新の BIOS への更

新は不必要であると感じたり 、実際の更新

方法がわからない、などがあります。 
 
または一般とは異なり 、BIOS 更新の経験が豊富で、多くの時間を費やして

おられるかもしれません。当然、これを頻繁に行うことはお望みではないでし
ょ う 。 まず個々の BIOS をウェブサイ トからダウンロード し 、 オペレーティング
システムを DOS モードにします。それから個々のフラッシュユーティ リテ ィを
使って BIOS を更新します。これらのプロセスは面白い作業ではありません。 さ
らに 、 BIOSの誤った更新では悪夢となりますから 、BIOS ソースコードはディス
クに注意して保存する必要があります。 

確実に、皆さんはマザーボードベンダーがなぜ面倒な BIOS 更新操作の時間
と労力を省 く 何かいい方法を考え出さないのか、いぶかし く 思っておられるで
し ょ う ？ここでは実現したのです！ここで Gigabyte は初の Windows BIOS ライブ
アップデートユーティ リティである@BIOS を発表いたします。 これはスマート
な BIOS 更新用のソフ トウェアです。これで BIOS はインターネット経由でダウ
ンロードおよび更新が行われます。他の BIOS更新ソフトウェアとは異なり、 こ
れは Windows ユーティ リティです。 “@BIOS”のおかげで、BIOS 更新はクリックひ
とつで OK です。 

さらに、ご使用のマザーボードがいずれの Gigabyte 製品*であっても @BIOS
がBIOSのメンテナンスを行います。当ユーティリテ ィ はご使用のマザーボード
のモデルを正確に検知し、それに合った BIOS を選択します。それから BIOS が
最寄の Gigabyte の ftp サイトから自動的にダウンロードされます。ここで幾つか
の方法が選択可能です。 “Internet Update”を利用して BIOS のダウンロードと更新
を直接行うこともできます。または、現在の BIOSのバックアップを保存したい
場合は“Save Current BIOS”を選んで先に保存するこ と も できます 。Gigabyte の
@BIOSを利用してお持ちの BIOS更新をスマートに行えます。これで誤った BIOS
更新の心配は無くなり 、BIOS のメンテナンスと管理が容易になります。再度、
Gigabyte の画期的製品はマザーボード業界で一つの里程標を打ち立てました。 

このすばらしいソフトウ ェ アの費用はどれほどでし ょ うか？信じられませ
ん！無料なのです！Gigabyte 製マザーボードをお買い求めになると、付属のド
ライバ CD 内にこの画期的ソフ ト ウェアが収録されています。ただし 、Gigabyte 
@BIOSからのインターネット BIOS 更新には、まずインターネッ ト接続が必要で
あることをお忘れなく。 
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EasyTune™ 4 紹介紹介紹介紹介    
 
Gigabyte がががが EasyTune™ 4 を発表しますを発表しますを発表しますを発表します 
Windows ベースのオーバクロッキングベースのオーバクロッキングベースのオーバクロッキングベースのオーバクロッキング ユーティリティユーティリティユーティリティユーティリティ    
 
EasyTune 4 は将来の世代へと引き継いでいくため、財産を伝えます。 
 

オーバークロッ クはコンピュータ分野でも
っ と も 人気のある話題の一つです。 です
が、大勢のユーザーがトライしたことがあ
るのでし ょ う か？答えおそら く “ない”とい
う ものです。というのは、 “オーバークロッ
ク ”はとても困難で多くの技術的なノウハウ
が関係していると考えられ、時には“オーバ
ークロック ”は少数の熱狂的支持者が用いる
特殊技術であるとまで考えられています。
“オーバークロッ ク ”のエキスパートに関し
ての実情はどうでしょ うか？その多くは“オ

ーバークロック ”に多くの時間とお金をかけて勉強し 、種々のハードウェアや BIOS
ツールで行っています。これらの技術をもってしても、 “オーバークロック ”システ
ムの安全度と安定性は未知なのでかなりのリスクがあると見られています。 こ こ で
Gigabyte から Windows ベースのオーバークロックユーティ リティである“EasyTune 4”を
発表することで 、全ては変わります。この WIndows ベースのユーティ リテ ィによ
り 、 “オーバークロック ”の扱い方は根本から変わります。 これは通常およびパワー
ユーザーの両方にふさわしい、初の Windows ベースのユーティ リティです。ユーザ
ーは都合に応じてオーバークロックの“イージーモード ”と “アドバンスドモード ”が選
択できます。 “イージーモード ”を選んだ場合、 “自動最適化”をクリ ッ クするだけで自
動的に CPU のオーバークロックが行われます。次に当ソフ ト ウェアにより、上昇さ
せた CPU クロックは自動的にコント ロールパネル上にその結果が表示されます。ユ
ーザー手動で“オーバークロッ ク ”を行うのを希望するのであれば、他の選択肢もあ
ります。 “アドバンスドモード ”をクリ ッ クすると、 “スポーツドライブ ”タイプのオー
バークロ ッ ク ユーザーインタ フ ェ ースが楽しめます 。 “ア ドバンス ド モード ”によ
り 、ユーザーはシステムバス/ AGP /メモリ動作クロックを小刻みに調節して、最高
のシステムパフォーマンスを得ることができます。これは Gigabyte 製マザーボード
と協調します。 さ らに、通常のオーバークロック方法とは異なり 、E asyTune 4 では
ユーザーによる BIOS およびハードウェア切替またはジャンパー設定は不要です。即
ち 、 “オーバークロック ”が簡単なステップで行えます。ソフ ト ウェアやハードウェ
アの変更がありませんから、 これがより安全な“ オーバークロック ” の方法といえ
ます。ユーザーが EasyTune 4 を実行して、システムの限界を超えた場合でも 、最大
の損失はコンピュータの再起動のみで、その他副作用は良く抑制されます。 さ ら に
EasyTune 4 により最適化されたシステムクロックに成功した場合、ユーザーはこの
設定を“保存”し、次回“ロード ”することが可能です。確かに Gigabyte EasyTune 4 は“オ
ーバークロック ”技術を次世代のものに変化させました。 この素晴らしいソフ トウェ
アは Gigabyte 製マザーボードをお買い求めになると 、付属のドライバ CD 内にこの画
期的ソフ トウェアが無料で収録されています。ユーザーは“EasyTune 4”を実行してみ
て、さらに驚くべき機能をご自分で確かめられます。 
Gigabyte製品のあるものは“EasyTune 4”でサポートされていません。ウェブサイトのサ

ポート対象製品リストをご参照ください。 
“オーバークロッ ク動作 ”はユーザー側のリスク責任で行われるもので、 Gigabyte 
Technology はプロセッサ、マザーボード 、 その他コンポーネントの損傷や不安定な
動作に関しての責任は負いかねます。
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BIOS のフラッシュ方法の説明のフラッシュ方法の説明のフラッシュ方法の説明のフラッシュ方法の説明 
方法 1：Q-Flash™ユーティリティ 
 

Q-Flash™はフラッシュ ROM に組み込まれ

た BIOS フラ ッシュユーティリテ ィ です。

当ユーテ ィ リ テ ィによ り 、 ユーザーが

BIOS を更新する際は、ただ BIOS メニュー

から操作できます。 Q-Flash™により BIOS
のフラッシュ操作が DOS や Windows 上のユーテ ィ リテ ィ なしで行えます。

Q-Flash™は BIOS メニュー内にありますから、オペレーティングシステムやその

他複雑な操作手順などが不要になります。 
 

 
注意注意注意注意 

BIOS の更新はある程度のリスクを伴うので注意深く行ってく だ さ い！

ユーザー皆様の BIOS 更新の誤操作に伴うシステムの障害に関しては

Gigabyte Technology Co., Ltdは責任を負いかねますこと 、ご容赦ください。  
 
 
 
操作の準備：操作の準備：操作の準備：操作の準備： 
Q-Flash™により BIOS 更新を始める前に、以下の手順に従ってください。 
 
1. Gigabyteのウェブサイ トから 、ご使用のマザーボード用の最新のBIOS をダウ

ンロードします。 
2. ダウンロードされた BIOS を展開し、 フロッピーディスクに BIOS ファイル(モ

デル名.Fxx という形式、例：7VRXP.F12)を保存します。 
3. ご使用の PC を再起動し、Del を押して BIOS メニューに入ります。 
 
以下の BIOS 更新の手順は 2 つのパートに分かれています。 
お持ちのマザーボードがデュアル BIOS 装備の場合は、パートパートパートパート I をご参照くださ

い。 
お持ちのマザーボードが単一の BIOS 装備の場合は、パートパートパートパート I I をご参照くださ

い。 
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パートパートパートパート I：：：： 
デュアルデュアルデュアルデュアル BIOS マザーボードでのマザーボードでのマザーボードでのマザーボードでの Q-Flash™を利用して、を利用して、を利用して、を利用して、BIOS を更新。を更新。を更新。を更新。 
 
Gigabyte 製マザーボードにはデュアル BIOS を装備しているものがあります。

Q-Flash™およびデュアル BIOS をサポートするマザーボードでの BIOS の場合、

Q-Flash™ ユーティ リテ ィおよびデュアル BIOS ユーティ リテ ィは同一画面に表

示されます。当セクシ ョンでは Q-Flash™ユーティ リティの操作方法のみを説明

します。 
以下のセクショ ンでは以下のセクショ ンでは以下のセクショ ンでは以下のセクショ ンでは GA-7VRXP を参考例として、を参考例として、を参考例として、を参考例として、BIOS フラ ッシュ動作で古いフラッシュ動作で古いフラッシュ動作で古いフラッシュ動作で古い

バージョ ンから新しいバージ ョンへの更新方法をご案内します。例えばバージョ ンから新しいバージ ョンへの更新方法をご案内します。例えばバージョ ンから新しいバージ ョンへの更新方法をご案内します。例えばバージョ ンから新しいバージ ョンへの更新方法をご案内します。例えば F10 かかかか

らららら F12 への更新というようにです。への更新というようにです。への更新というようにです。への更新というようにです。 
 

 
 
 
Q-Flash™ユーティリティに入るユーティリティに入るユーティリティに入るユーティリティに入る：：：： 
ステップ 1 ： Q-Flash™ユーティ リテ ィの使用には、起動画面で Del を押し BIOS
メニューに入ってください。 
 

 
 

更新前の BIOS フ

ァイルは F10 
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ステップ 2 ： キーボード上の F8 ボタンを押し、次に Y キーを押し Q-Flash™ユー

ティリティに入って下さい。 
 

 
 
 
Q-Flash™/デュアルデュアルデュアルデュアル BIOS ユーティリティ画面の説明ユーティリティ画面の説明ユーティリティ画面の説明ユーティリティ画面の説明 
 
Q-Flash™/デュアル BIOS ユーティ リテ ィ画面は以下の主要コンポーネン トから構

成されています。 
 

 
 

デ ュ ア ル
BIOSユーテ
ィ リテ ィの
タスクメニ
ュー 

Q-Flash™ ユ
ーテ ィ リテ
ィ用のタス
クメニュー 

デュアル BIOS
ユーティ リ テ
ィバー 

Q-Flash™ ユーテ
ィ リテ ィ タ イ ト
ルバー 

アクションバー 
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デュアルデュアルデュアルデュアル BIOS ユーティリティのタスクメニューユーティリティのタスクメニューユーティリティのタスクメニューユーティリティのタスクメニュー：：：： 
ここには 8 種のタスクおよび 2 項目で、 BIOS の ROM タイプの情報を表示しま

す。タスクをポイントして Enter キーを押すと、そのタスクが実行されます。 
Q-Flash™ユーティリティ用のタスクメニューユーティリティ用のタスクメニューユーティリティ用のタスクメニューユーティリティ用のタスクメニュー：：：： 
4 種のタスクが含まれます。 タスクをポイン ト して Enter キーを押すと 、そのタ

スクが実行されます。 
アクションバーアクションバーアクションバーアクションバー：：：： 
Q-Flash™/デュアル BIOS ユーティ リテ ィの操作に必要な 4 種の操作名が含まれま

す。記述されているキーをキーボードから押すことで操作が実行されます。 
 
 
Q-Flash™ユーティリティの使用ユーティリティの使用ユーティリティの使用ユーティリティの使用：：：： 
このセクシ ョ ンでは Q-Flash™ユーティ リテ ィを利用して BIOS を更新する方法が

説明されています。全述の“操作の準備”セクシ ョ ンで説明されているように、

ご使用のマザーボード用の BIOS ファイルを保存したフロッピーを用意し、これ

をコンピュータに入れる必要があります。 フロッピーディスクをコンピュータ

に入れ、Q-Flash™ユーティリテ ィ に入ったなら、以下の手順で BIOS のフラッシ

ュを実行します。 
 
ステップステップステップステップ：：：： 
1. キーボードの矢印キーで、 Q-Flash™メニュー内の“Load Main BIOS from Floppy”

をハイライト表示させ、そして Enter ボタンを押します。 
 

現在の BIOS をバッ クアップ目的で保存するには、 “Save Main BIOS to 
Floppy”の項目を選択して、ステップ 1 から始めます。    

 

    
 

 
注 



 

 - 67 - 技術情報 
 

日
本

語
日

本
語

日
本

語
日

本
語

 
Italiano 

Deutsch 
Español 

次に、フロッピーディスクにダウンロード された BIOSファイルがポップアップ

ボックスに表示されます。 
2. フラッシュ対象の BIOS ファイルを指定し Enter を押します。 

この例では、フロッピーディスクにダウンロード したファイルはただこの例では、フロッピーディスクにダウンロード したファイルはただこの例では、フロッピーディスクにダウンロード したファイルはただこの例では、フロッピーディスクにダウンロード したファイルはただ 1 つつつつ

なので、なので、なので、なので、7VRXP.F12 のみが表示されています。のみが表示されています。のみが表示されています。のみが表示されています。 
 

 
注意注意注意注意 

ご使用のマザーボードに合った BIOS ファイルであることを再度確認し

てください。 

 

 
Enter を押すと 、 フロッピーディスクからの BIOS ファイル読み込み状況が表示

されます。 

 

フロ ッ ピーディ ス ク 内の
BIOS ファイル。 

 
 注意注意注意注意 

この段階でコンピュータの
電源をオフにした り 、 リ セ
ッ ト し た り し ないでく だ さ
い！ 

 
 注意注意注意注意 

BIOS フラッシュ中にフロッピーディスクを取り出さないでください。 
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BIOS ファイル読み込みが完了すると 、 “Are you sure to update BIOS?”というダイア

ログボックスが確認を促します。 
 

 
    

3. BIOS 更新を行うには Y キーを押します。 
これで BIOS 更新が始まります。BIOS 更新状況が表示されます。 

 

 
 
 
 
 

 
注 

BIOS 更新を続行する場合
は“Enter”、キャンセルする
場合は“ESC”を押します。 

 
 注意注意注意注意 

BIOS ROM の損傷を防ぐた
め 、 こ の段階でのコンピュ
ータの電源オフや リ セ ッ ト
は行わないでください！ 

 
 注意注意注意注意 

BIOS フラッシュ中にフロッピーディスクを取り出さないでください。 

BIOS 更新状況 
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4. BIOS 更新操作が完了したら 、 キ ーボード 上の任意のキーを押すと 、

Q-Flash™メニューに戻ります。 
 

 
 

バックアップ BIOS のフラッシュにはステップ 1-4 を繰り返します。    
 
 
 
5. Q-Flash™ユーテ ィ リ テ ィを終了するには ESC、次に Y キーを押します。

Q-Flash™終了後、コンピュータは自動的に再起動します。 
 

 
 

 
注 
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システム再起動後、起動画面上でフラッシュ後の BIOSバージョ ンが表示されま

す。 
 

 
 
 
 

下図は AMI BIOS メニューの画面です。ただし 、 AWARD BIOS メニューで

も同様の項目が表示されます。    
 
 
6. システム再起動後、Del を押して、 BIOS メニューに入ります。 BIOS メニュー

から Load Fail-Safe Defaults の項目を選び、 Enter を押すと BIOS 安全デフォル

ト値がロードされます。通常、システムは BIOS 更新後に、既存のデバイス

を皆再検出します。それで BIOS 更新後は、 BIOS デフォルト値をロード しな

おすよう強くお勧めします。 
 

 
 
 

更新後 BIOS ファ

イルは F12 となっ

ています 

 
注 

キーボードか

ら Enter を押

します。 
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7. Save & Exit Setup の項目を選んで、設定を CMOS に保存し BIOS メニューを終

了します。BIOS メニューを終了すると、システムは再起動します。 これで

全部の手順は完成です。 
 

 
 
 

キーボードか

ら Y キーを押

して、デフォ

ルト値をロー

ドします。 

キーボードか

ら Y キーを押

して、保存し

て終了して く

ださい。 
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パートパートパートパート II：：：： 
 
単一の単一の単一の単一の BIOS のマザーボード上でののマザーボード上でののマザーボード上でののマザーボード上での Q-Flash™ユーティ リテ ィ を利用しユーティ リテ ィ を利用しユーティ リテ ィ を利用しユーティ リテ ィ を利用し

て、て、て、て、BIOS を更新。を更新。を更新。を更新。 
この部分では単一の BIOS のマザーボードで Q-Flash™ユーティリテ ィ を利用して

BIOS を更新する方法が示されています。 
 
Q-Flash™ユーティリティに入るユーティリティに入るユーティリティに入るユーティリティに入る：：：： 
ステップ 1 ： Q-Flash™ユーテ ィ リ テ ィの使用には、起動画面で Del を押して 、

BIOS メニューに入ってください。 
 

CMOS セットアップユーティリティ-Copyright (C) 1984-2002 Award ソフトウェア 

 
 
2. キーボード上の F8 ボタンを押し、次に Y キーを押して Q-Flash™ユーティリ

ティに入ります。 
 

CMOS セットアップユーティリティ-Copyright (C) 1984-2002 Award ソフトウェア 
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Q-Flash™ユーティリティに入るユーティリティに入るユーティリティに入るユーティリティに入る 
Q-Flash™ BIOS ユーティ リティ画面は以下の主要コンポーネントから構成されて

います。 
 

 
 
Q-Flash™ユーテ ィ リ テ ィ用のタスク メニューユーテ ィ リ テ ィ用のタスク メニューユーテ ィ リ テ ィ用のタスク メニューユーテ ィ リ テ ィ用のタスク メニュー ：：：： 3 種のタスクが含まれます。 タ

スクをポイントして Enter キーを押すと、そのタスクが実行されます。 
アクショ ンバーアクショ ンバーアクショ ンバーアクショ ンバー ：：：：Q-Flash™ユーティ リティの操作に必要な 4 種の操作名が含ま

れます。記述されているキーをキーボードから押すことで操作が実行されま

す。 
Q-Flash™ユーティリティの使用ユーティリティの使用ユーティリティの使用ユーティリティの使用：：：： 
このセクシ ョ ンでは Q-Flash™ユーティ リテ ィを利用して BIOS を更新する方法が

説明されています。全述の“操作の準備”セクシ ョ ンで説明されているように、

ご使用のマザーボード用の BIOS ファイルを保存したフロッピーを用意し、これ

をコンピュータに入れる必要があります。 フロッピーディスクをコンピュータ

に入れ、Q-Flash™ユーティリテ ィ に入ったなら、以下の手順で BIOS のフラッシ

ュを実行します。 
 
ステップステップステップステップ：：：： 
1. キーボードの矢印キーで、 Q-Flash™メニュー内の“Load Main BIOS from Floppy”

をハイライト表示させ、そして Enter ボタンを押します。 
 

現在の BIOS をバッ クアップ目的で保存するには、 Save Main BIOS to 
Floppy の項目を選択して、ステップ 1 から始めます。    

 

 
 

Q-Flash ユーティ

リ テ ィ 用の タ ス

クメニュー 

Q-Flash ユーティ
リ テ ィ タ イ ト ル
バー 

アクションバー 

 
注 



 

GA-K8S760M マザーボード - 74 -  
 

日
本

語
日

本
語

日
本

語
日

本
語

 
Ita

lia
no

 
De

ut
sc

h 
Es

pa
ño

l 

次に、フロッピーディスクにダウンロード された BIOSファイルがポップアップ

ボックスに表示されます。 
この例では、フロッピーディスクにダウンロード したファイルはただ１つなの

で、8GE800.F4 のみが表示されています。 
 
2. フラ ッシュ対象の BIOS ファイルをハイライ ト表示させ、キーボードの Enter

キーを押すと、フロッピーから BIOS ファイルが読み込まれます。 
 

ご使用のマザーボードに合った BIOS ファイルであることを再度確認し

てください。 
 

 
 
 
 
BIOS ファイル読み込みが完了すると 、 “Are you sure to update BIOS?”というダイア

ログボックスが確認を促します。 
 

 
 注意注意注意注意 

フロ ッ ピー内の
BIOS ファイル。 

 
 注意注意注意注意 

この段階で コ
ン ピ ュ ー タの
電源をオ フに
し た り 、 リ セ
ッ ト し た り し
ないで く だ さ
い！ 
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3. BIOS 更新を行うには Y キーを押します。 

これで BIOS 更新が始まります。BIOS 更新状況が即時表示されます。 

 
4. BIOS 更新操作が完了したら 、 キ ーボード 上の任意のキーを押すと 、

Q-Flash™メニューに戻ります。 

 
5. Q-Flash™ユーティ リテ ィを終了するには ESC、次に Enter キーを押します。

システムが再起動します。 

 

6. システム再起動後、Del を押して BIOS メニューに入り、 BIOS Fail-Safe Defaults 
(BIOS 安全デフォルト値 )をロードして く ださい。 BIOS Fail-Safe Defaults のロー
ド方法はパート I のステップ 6-7 をご参照ください。 

 
これで完了です！これで BIOS 更新に成功しました！ 

BIOS 更新を続行する
場合は“Enter” 、キャン
セルする場合は“ESC”
を押します。 

BIOS 更新状況 
この段階でコンピュ
ータの電源をオフに
したり 、 リセッ ト し
たりしないでく だ さ
い！ 
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方法 2：@ BIOS ユーティリティ 
DOS 起動ディスクをお持ちでない場合は、Gigabyte @BIOS™プログラムを利用し

て BIOS フラッシュを行うようお勧めします。 
 

     

(1)  (2) 
 
 

     

(3)  (4) 
 
 
方法と手順： 

1. インターネット経由で BIOS を更新 
a. “Internet Update”アイコンをクリックします 
b. “Update New BIOS” アイコンをクリックします 
c. @BIOS™サーバを選びます 
d. ご使用のマザーボードの正確なモデル名を選択します。 
e. システムは BIOS のダウンロードと更新を自動的に行います。 

ここで押してください。 

1. “@BIOS” を ク リ ッ
クしてください 

2. Start/ All Programs/ GIGABYTE/@BIOS
をクリックしてください。 

3. “9” を ク リ ッ ク

してください。 

ここでクリッ ク して く だ

さい。 

4. @BIOS サーバサイトを選択し 、

“OK”をクリックしてください。 
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II. インターネットを経由しないで BIOS を更新： 
a. “Internet Update”アイコンはクリックしないでください 
b. “Update New BIOS”アイコンをクリックします 
c. ファイルを開ける際には、ダイアログボックスから“All Files”を選びま

す。 
d. インターネットやその他の方法からダウンロード した BIOS の非圧縮

ファイル(例：K8S760M.F1z)を見出してください。 
e. 続く指示に従って更新操作を完了させます。 

 
III. BIOS の保存 

最初の段階でダイアログボックスに“Save Current BIOS”アイコンが表示さ

れます。 これは現在使用中のバージ ョンの BIOS を保存することを意味

します。 
 

IV. サポートされているマザーボードおよびフラッシュ ROM の確認： 
最初の段階でダイアログボックスに“About this program”アイコンが表示さ

れます。 これはサポートされるマザーボードとフラ ッシュ ROM メーカ

ーの確認に役立ちます。 
注： 

a. 方法 I で、選択すべきマザーボードのモデル名が 2 つ以上表示される

場合には、ご使用のマザーボードのモデル名を再確認して く ださ

い。間違ったモデル名を選択すると 、システムが起動不能となりま

す。 
b. 方法 II では、 BIOS 非圧縮ファイルのマザーボードのモデル名が実際

にご使用のマザーボードと一致していることをご確認く だ さ い。一

致しないと、システムは起動しません。 
c. 方法 I で、必要な BIOS ファイルが@BIOS™サーバ内に見つからない場

合は、Gigabyte ウェブサイトからダウンロードし 、方法 II で更新して

ください。 
d. 更新途中に中断すると 、システム起動が不能になる点にご注意くだ

さい 
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2-/4-/6-チャンネルオーディオ機能紹介 
 
Windows 98SE/2K/ME/XP 上でのインストールはとても簡単です。以下のステップ

に従って機能をインストールしてください！ 
 
ステレオスピーカー接続および設定： 
 
ステレオ出力を利用する場合、最良のサウンド効果を得るにはアンプ付きスピ

ーカーの使用をお勧めします。 
 
ステップ 1： 
ステレオスピーカーまたはヘッ ド ホンを “ラ
イン出力”に接続します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ステップ 2： 
オーディオ ド ライバをインストールすると 、

タスクバーのステータスエリアに   アイ

コンが表示されます。画面下部の Windows ト

レイ中の“Sound Effect”のオーディオアイコン

をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ステップ 3： 
“Speaker Configuration”を選択し 、 “2 channels for 
stereo speaker out put”を選びます。 

 
 

ライン出力 
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4 チャンネルアナログオーディオ出チャンネルアナログオーディオ出チャンネルアナログオーディオ出チャンネルアナログオーディオ出力モード力モード力モード力モード 
 
ステップ 1： 
フロントチャンネルは“ライン出力”に、 リ ア
チャンネルは“ライン入力”に接続します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ステップ 2： 
オーディオ ド ライバをインストールすると 、
タスクバーのステータスエリアに   アイ
コンが表示されます。画面下部の Windows ト
レイ中の“Sound Effect”のオーディオアイコン
をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
ステップ 3： 
“Speaker Configuration”を選択し、 “4 channels for 
speaker out put”を選びます。 
“Only SURROUND-KIT”を無効にして “OK”をク リ
ックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
“Environment settings”が“None”の場合、サウンド
はステレオモード (2 チャンネル出力)となり
ます。 4 チャンネル出力には別の設定を選ん
でください。 
 

 

 

ライン出力 ライン入力 
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基本的な基本的な基本的な基本的な 6 チャンネルアナログオーディオ出力モードチャンネルアナログオーディオ出力モードチャンネルアナログオーディオ出力モードチャンネルアナログオーディオ出力モード 
 
オーディオ出力の接続には、他のモジュール
を追加せず後部オーディオパネルのみを使用
します。 
ステップ 1： 
フロントチャンネルは“ライン出力”に、 リ ア
チャンネルは“ライン入力”に、センター /サブ
ウーファーチャンネルは“マイク入力”に接続
します。 
 
 
 
 
 
 
 
ステップ 2： 
オーディオ ド ライバをインストールすると 、
タスクバーのステータスエリアに   アイ
コンが表示されます。画面下部の Windows ト
レイ中の“Sound Effect”のオーディオアイコン
をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ステップ 3： 
“Speaker Configuration”を選択し、 “6 channels for 
5.1 speaker out put”を選びます。 
“Only SURROUND-KIT”を無効にして “OK”をク リ
ックします。 

 
 
 
 
 
 

 

  

 

ライン入力 

ライン出力 マイク入力 
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アドバンスアドバンスアドバンスアドバンス 6 チャンネルアナログオーディオ出力モードチャンネルアナログオーディオ出力モードチャンネルアナログオーディオ出力モードチャンネルアナログオーディオ出力モード (オーディオコオーディオコオーディオコオーディオコ

ンボキット、オプション装備ンボキット、オプション装備ンボキット、オプション装備ンボキット、オプション装備)：：：： 
(オーディオコンボキッ トには、SPDIF 出力 ：光信号&同軸およびサラウンド -キ
ット：リア R/L &センター/サブウーファーが装備されています) 
 
 
サラウンド－キッ ト はリアチャンネルおよび
センター/サブウーファーチャンネルのアナ
ログ出力にアクセスします。 6 チャンネル出
力とライン入力およびマイクを同時使用する
場合は、 この装備が最適なソリューションで
す 。 “ サラ ウ ン ド －キッ ト ” は、 図の様に
GIGABYTE 特製の“オーディオコンボキッ ト ”中
に含まれています。 
 

 

 

 

 

 
ステップ 1： 
ケース後部に“オーディオコンボキッ ト ”を装
着し、ネジ止めします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ステップ 2： 
“サラウン ド－キッ ト ” をマザーボード上の
SUR_CEN コネクタに接続します。 
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ステップ 3： 
フロントチャンネルを後部オーディオパネル
の“ライン出力”に、 リ アチャンネルをサラウ
ンド－キッ ト の REAR R/L に、センター /サブ
ウーファーチャンネルをサラウンド－キッ ト
の SUB CENTER に接続します。 
 
 
 
 
 
 
 
ステップ 4： 
画面下部の Windows トレイ中の“Sound Effect”の
オーディオアイコンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ステップ 5： 
“Speaker Configuration”を選択し、 “6 channels for 
5.1 speaker out put”を選びます。 
“Only SURROUND-KIT”を有効にして “OK”をク リ
ックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本的およびアドバンス基本的およびアドバンス基本的およびアドバンス基本的およびアドバンス 6 チャンネルアナログオーディオ出力モードチャンネルアナログオーディオ出力モードチャンネルアナログオーディオ出力モードチャンネルアナログオーディオ出力モード

に関するご注意に関するご注意に関するご注意に関するご注意：：：：    
“Environment settings”が“None”の場合、サウンド
はステレオモード (2 チャンネル出力)となり
ます。 6 チャンネル出力には別の設定を選ん
でください。 
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SPDIF 出力デバイス出力デバイス出力デバイス出力デバイス(オプションデバイスオプションデバイスオプションデバイスオプションデバイス) 
 
“S/PDIF 出力”デバイスがマザーボード上で使
用可能です。リアブラケット付きケーブルが
装備され、 “S/PDIF 出力”コネクタに接続でき
ます(図参照) 。デコーダーへの接続用に、リ
アブラケッ ト には同軸ケーブルおよび光ファ
イバーコネクタポートが装備されています。 
 
 
 
 
 
 

1. SPDIF 出力デバイスを PC のリアブラケッ
トに装着し、ネジ止めします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. SPDIF ワイヤーをマザーボードに接続し

てください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 同軸または光ケーブル出力を AC3 デコー
ダに接続してください。 
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Jack-Sensing 紹介紹介紹介紹介 
 

Jack-Sensingはオーディオコネクタにエラ

ー検知機能を付与しています。 
 
 
 
 

 
注意注意注意注意 

Windows 98/98SE/2000/ME 環境で Jack-Sensing 機能を有効にするには、まず Microsoft 
DirectX8.1 またはそれ以降のバージョンをインストールしてください。 

 
Jack-Sensingは 2部分から構成されています：自動とマニュアルです。以下は 2チャンネル
を例としています(Windows XP)： 
 
 
オーディオコネクタの紹介オーディオコネクタの紹介オーディオコネクタの紹介オーディオコネクタの紹介 
CDROM,ウォークマンやその他オーディオ入
力デバイスをライン入力ジャックに、スピー
カー、ヘッ ドホンその他オーディオ出力デバ
イスをライン出力ジャックに、マイクはマイ
ク入力ジャックに接続します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自動検知：自動検知：自動検知：自動検知： 
デバイスを上記の正しい組合せで接続しま
す。デバイスを正しく接続した場合、ウィ ン
ドウにも正しく図示されます。 
3D オーディオ入力が存在する時のみ 3D オー
デ ィオ機能が表示される点にご注意 くださ
い。 
 
 

 

オーディオコネクタ 

フロントスピーカー 

ライン出力 

ライン入力 



 

 - 85 - 技術情報 
 

日
本

語
日

本
語

日
本

語
日

本
語

 
Italiano 

Deutsch 
Español 

コネクタへの接続に誤りがある場合、右図の
様に警告メッセージが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マニュアル設定：マニュアル設定：マニュアル設定：マニュアル設定： 
デバイスの図が設定と異なる場合は、 “Manual 
Selection”を押して設定してください。 
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Xpress Recovery 紹介紹介紹介紹介    
 
Xpress Recovery とはとはとはとは？？？？ 

Xpress Recovery ユーティ リテ ィは OS パーティシ ョンのバックアップおよび

復帰用のユーティ リ テ ィです。ハードディスクド ライブが正し く動作しない場

合、トルもとの状態に戻せることができます。 
 

 
注意注意注意注意 

1. サポートされている形式は FAT16、FAT32、NTFS です。 
2. ハードディスクは IDE1 マスタに接続されている必要があります。 
3. インストール可能な OS は一つのみです。 
4. HPA 対応の IDE ハードディスクを使用する必要があります。 
5. 第 1 パーティシ ョ ンが起動パーティショ ン と して設定されている必

要があります。起動パーティシ ョ ンがバックアップされた場合、そ

のサイズを変えないでください。 
6. Ghost を利用して起動マネージャを NTFS 形式に復帰させたことがあ

る場合は、Xpress Recovery の使用はお勧めしません。 
 

1. システムデータおよびハードデ ィ スクの読み書き速度はバックアッ

プ速度に影響します。 
2. OS 、 ド ライバ、およびアプリケーシ ョンのインス トール後すぐに

Xpress Recovery をインストールするようお勧めします。 
 
Xpress Recovery の使用方法の使用方法の使用方法の使用方法    
Xpress Recovery ユーティリティ起動方法は 2 通りあります。(下図参照) 
1. テキストモード：コンピュータ起動中に F9 を押します。 

コンピュータ起動中に F9 を押します。 

 
2. BMP モード：CD-ROM からの起動 

“Advanced BIOS”設定メニューを表示させ、 CD-ROM からの起動を設定し 、保

存後 BIOS メニューを終了します。画面下部に“Boot from CD:”が表示されたな

ら 、マザーボードドライバ CD をコンピュータのドライブに入れ、何かキー

を押すと Xpress Recovery が起動します。 

 
 
 

CD から起動：から起動：から起動：から起動： 

F9 でででで Xpress Recovery 起動起動起動起動 

 
注 
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キーボード上の矢印キーで項目をハイライ ト表示させ、キーボード上の矢印キーで項目をハイライ ト表示させ、キーボード上の矢印キーで項目をハイライ ト表示させ、キーボード上の矢印キーで項目をハイライ ト表示させ、 Enter キーでメキーでメキーでメキーでメ

ニューに入ることがニューに入ることがニューに入ることがニューに入ることができます。できます。できます。できます。 
 

テキストモード： 

 
 
BMP モード： 

 
 

 
注意注意注意注意 

CD-ROM からの起動でからの起動でからの起動でからの起動で Xpress Recovery を起動したことがある場合は、起を起動したことがある場合は、起を起動したことがある場合は、起を起動したことがある場合は、起

動画面で動画面で動画面で動画面で F9 を押してもを押してもを押してもを押しても BMP モードが表示されます。モードが表示されます。モードが表示されます。モードが表示されます。 
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1. Execute Backup Utility:    
���� B を押すとシステムをバックアップ、を押すとシステムをバックアップ、を押すとシステムをバックアップ、を押すとシステムをバックアップ、Esc で終了します。で終了します。で終了します。で終了します。 
 バックアップユーティ リテ ィはシステムを自動的に検出、バッ クアップし

ます。 
 バックアップデータは非表示イメージとして保存されます。 
 
 
2. Execute Restore Utility:    
���� このプログラムはご使用のシステムを工場デフォルト設定に戻します。このプログラムはご使用のシステムを工場デフォルト設定に戻します。このプログラムはご使用のシステムを工場デフォルト設定に戻します。このプログラムはご使用のシステムを工場デフォルト設定に戻します。 
 R を押してシステムを復帰します。を押してシステムを復帰します。を押してシステムを復帰します。を押してシステムを復帰します。 
 Esc で終了しますで終了しますで終了しますで終了します 
 バックアップイメージを復帰して元の状態に戻します。 
 
 
3. Remove Backup Image:    
���� バックアップイメージを削除しますかバックアップイメージを削除しますかバックアップイメージを削除しますかバックアップイメージを削除しますか？？？？(Y/N) 
 バックアップイメージを削除します。 
 
 
4. Exit and Restart:    
 終了してコンピュータを再起動します。 
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シリシリシリシリアルアルアルアル ATA RAID BIOS ユーティリティの操作ユーティリティの操作ユーティリティの操作ユーティリティの操作 
 
1. システムを起動します。Southbridge とドライバをインストールして初めて起

動する場合は、オンボード BIOS が以下の画面を表示します。 
 

 
 
2. <Ctrl>+<S>キーを押して SiS RAID BIOS 設定ユーティ リテ ィのメインメニュー

を表示してください。 
 
3. <R>を押すと以下の RAID セットア ッ プメニューが表示されます。 この方法

は、最初のアレイを作成する最も迅速で簡単な方法です。 
 

 
 

0000 RAID タイプが“Single”に設定され

ていることを確認し、その他の

タイプを設定してください。 
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RAID 0 アレイの作成アレイの作成アレイの作成アレイの作成 
 
RAID 0 アレイを作成するには、以下の手順に従ってください： 
1. <A>を押してアレイを作成。 
 

 
 
2. <2>と<Enter>を押して RAID 0 を選択。 

 

 
 
3. <1>と<Enter>を押します。 (メモ ： ど う しても必要な場合を除き 、 <2>を押し

て RAID 0 を作成することはお勧めしません。) 
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4. <N>と<Enter>を押して RAID 0 のみを作成。 (<Y>と<Enter>を押すとソースディ

スクのデータを別のディスクに分割します) 
 

 
 
5. RAID 0 の作成が完了しました！ 
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6. <Q>を押してセットアップ画面を終了し、<Y>を押して変更を保存します。 
 

 
 
RAID 1 アレイの作成アレイの作成アレイの作成アレイの作成 
 
RAID 1 アレイを作成するには、以下の手順に従ってください： 
 
1. <A>を押してアレイを作成。 
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2. <3>と<Enter>を押して RAID 1 を選択。 
 

 
 
3. <1>と<Enter>を押します。 (メモ ： ど う しても必要な場合を除き 、 <2>を押し

て RAID 1 を作成することはお勧めしません。) 
 

 
 
4. <N>と<Enter>を押して RAID 1 のみを作成。 (<Y>と<Enter>を押すとソースディ

スクのデータを別のミラーディスクに複製します) 
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5. RAID 1 の作成が完了しました！ 
 

 
 
 
6. <Q>を押してセットアップ画面を終了し、<Y>を押して変更を保存します。 
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JBOD アレイの作成アレイの作成アレイの作成アレイの作成 
 
JBOD アレイを作成するには、以下の手順に従ってください： 
 
1. <A>を押してアレイを作成。 
 

 
 
2. <1>と<Enter>を押して RAID 0 を選択。 
 

 
 
3. <1>と<Enter>を押します。 (メモ ： ど う しても必要な場合を除き 、 <2>を押し

て JBOD を作成することはお勧めしません。) 
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4. これで JBOD を作成成功しました！ 
 

 
 
5. <Q>を押してセットアップ画面を終了し、<Y>を押して変更を保存します。 
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第第第第 5 章章章章 付録付録付録付録 
 

ドライバのインストールドライバのインストールドライバのインストールドライバのインストール 
    

以下の図は以下の図は以下の図は以下の図は Windows XP での表示での表示での表示での表示(ドライバドライバドライバドライバ CD ver 2.41 Beta)    
お買い上げのマザーボードに付属のドライバ CD-タイトルを CD-ROM ド

ライブに入れると 、 ド ライバ CD-タイ ト ルはオートスター ト し 、 インス

トールガイドが示されます。表示されない場合は、 “マイ  コンピュータ”
中の CD-ROM ド ライブのアイコンをダブルクリックし 、 setup.exe を実行

してください。 
 
チップセットドライバのインストールチップセットドライバのインストールチップセットドライバのインストールチップセットドライバのインストール 
 
このページにはシステムにインストールが必要なドライバが示されています。

各アイテムをク リ ッ ク してド ライバを手動インス トールするか、  に切

り替えてドライバを自動インストールします。 
 

 
 
“Xpress Install”は“Click and Go”テクノロジーにより、 ド ラ イバを自動インス トール

します。必要なドライバを選んで“GO”ボタンをクリ ッ クしてく だ さ い。  
はインストールを自動的に実行します。 
 

 
注 

 
注 

メ モ ： ド ラ イ バによってはシス

テムを自動的に再起動するもの

があり ま す 。 シ ス テム再起動

後、 “Xpress Install”は他のドライバ

のインストールを続行します。 

一覧にあるコンポーネン ト は全てインストー

ルするようお勧めします。 
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項目の説明項目の説明項目の説明項目の説明 
 
� SIS AGP Driver 

SiS シリーズチップセット用 AGP インタフェースドライバ。 
� SIS VGA Driver 

VGA 内蔵 SiS シリーズチップセット用 VGA ドライバ。 
� USB Patch for WinXP 

このパッチドライバで、XP 上で S3 から USB デバイスウェイクアップを実行

するとハングアップする問題を解決できます。 
� RealTek LAN Driver 

81XX シリーズチップ用 RealTek 10/100 LAN ドライバ。 
� RealTek AC97 Audio Driver 

RealTek AC97 コーデックチップセット用のオーディオドライバ。 
� SiS 964 Serial ATA Driver 

SiS 964 サウスブリッジ用シリアル ATA ドライバ。 
� SIS USB 2.0 Driver 

SiS シリーズチップセット用 USB2.0 ドライバ。 
 

 

 

 

 

 

Windows XP オペレーティングシステム環境での USB2.0 ドライバサポートについて
は、Windows Service Packをご使用ください 。W indows Service Pack インストール後、
“デバイスマネージャ ”内の“ユニバーサルシリアルバスコン トローラ ”の欄には疑
問符“?”が表示されます。疑問符を取り除きシステムを再起動して く ださい(シス
テムは正しい USB2.0 ドライバを自動検出します)。 

 

 
注 

ド ライバのインス トールは完了で

す！ 
システムを再起動する必要があり

ます！ 
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ソフトウェアのアプリケーションソフトウェアのアプリケーションソフトウェアのアプリケーションソフトウェアのアプリケーション 
 

このページには、Gigabyte および各国のパートナーから開発された付加価値の

あるソフトウェアを紹介します。 
 

 
 
� Gigabyte Windows Utilities Manager (GWUM) 

このユーティリテ ィ は Gigabyte アプリケーシ ョンをシステムトレイに統合し

ます。 
� Gigabyte Management Tool (GMT) 

コンピュータをネットワーク経由で管理できる便利なツールです。 
� EasyTune 4 

オーバークロッ ク と ハードウェアモニタ機能を統合した強力なユーテ ィ リ

ティです。 
� DMI Viewer 

システムの DMI/SMBIOS 情報を表示する Windows ベースのユーティリテ ィ で

す。 
� Face-Wizard 

BIOS ロゴを追加する新しいユーティリティです。 
� @BIOS 

Gigabyte Windows ベースの BIOS をフラッシュする  ユーティリティです。 
� Acrobat e-Book 

Adobe からの便利なユーティリティです。 
� Acrobat Reader 

Adobe からの普及したユーティ リテ ィで、 .PDF ファイル形式の文書を読み取

ります。 
� Norton Internet Security (NIS) 

ウィルス防止、広告コントロールなどを含む統合ユーティリティ。 
� DirectX 9.0 

Microsoft DirectX 9 のインス トールで、 3D ハードウェアアクセラレーショ ンを

可能にし 、オペレーテ ィングシステムの 3D パフォーマンスが改善されま

す。 
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ソフトウェアの情報ソフトウェアの情報ソフトウェアの情報ソフトウェアの情報 
このページには当 CD タイトルに収録されているソフトウェアおよびドライバ

の一覧が示されています。 
 

 
 
ハードウェアの情報ハードウェアの情報ハードウェアの情報ハードウェアの情報 
このページには当マザーボード用のデバイス全てが示されています。 
 

 
 
当社への御連絡当社への御連絡当社への御連絡当社への御連絡 
詳細は最後のページをご覧ください。 
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EasyTune 4 ユーティリティのインストール 
オーバークロック とハードウェアモニタ機能を統合した強力なユーテ ィ リ テ ィ

です 
 

       
(1)  (2) 

 

        
(3)  (4) 

 
 

 

1. “EasyTune4” を ク リ ッ
クしてください。 

2. “Next”をク リ ッ
ク して く だ さ
い。 

4. アイコンを右ク リ ッ ク して
“EasyTune 4”を起動します。 

3. “Finish”をク リ ッ ク し 、
コンピュータを再起動
してください。 

5. “HELP”を ク リ ッ ク
してください。 

限界値設定 

電圧調節 ク ロ ッ

ク調節 
ヘルプ 
ボタン 

システ 
ム表示 モード 

設定 

GIGABYTE
情報 実行ボタン 

電源オフ 

最小化 
シ ス テ ム

バス調節 CPU 倍率 CPU 表示 

ハー ド ウ ェ

アモニタ 
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FAQ 
 
下記は一般に尋ねられる質問を集めています。特定のモデルのマザーボードに
関する一般的な質問については、 http://tw.giga-byte.com/faq/faq.htm にアクセスして
ください。 
 
問問問問 1 ：：：：B IOS 更新後、以前の BIOS で表示されていたオプシ ョンのいくつかが表示
されません。なぜですか？ 
答 ：答 ：答 ：答 ：詳細オプシ ョンのいくつかは新たな BIOSバージョンでは非表示となってい
ます。 BIOS メニュー表示後、Ctrl と F1 キーを同時に押すと、 これらのオプシ ョ
ンが表示されます。 
 
問問問問 2 ：：：： コンピュータをオフにしてもキーボードや光学マウスのランプが消えな
いのはなぜですか？ 
答 ：答 ：答 ：答 ：ボードによっては、コンピュータをシャッ トダウンしてもスタンバイ用の
微小電流が存在しますので、ランプがついた状態になります。 
 
問問問問3：：：：EasyTune™ 4の機能を全部は使えないのはなぜですか？ 
答答答答 ：：：：EasyTune™ 4 の機能一覧にあるものが使えるかどうかはマザーボードのチ
ップセッ トに依存します。チップセッ ト が EasyTune™ 4 のある機能をサポート
していない場合、その機能は自動ロックされて使用できません。 
 
問問問問4 ：：：： 起動HDDをIDE3やIDE4に接続後、RAID対応マザーボードにWin 2000とXP環
境のRAIDおよびATAドライバがインストールできません。なぜですか？ 
答答答答 ：：：：まず、 ド ライバインストールの前に CD-ROM 内の幾つかのファイルをフロ
ッピーディスクにコピーする必要があります。さらにインストール手順もある
程度異なっています。それで当社ウェブサイト内のRAID マニュアルに記述され
ているインストール手順をご参考になるようお勧めします。 
(ダウンロードは http://tw.giga-byte.com/support/user_pdf/raid_manual.pdf から可能で
す。) 
 
問問問問 5：：：：CMOS のクリア方法は？ 
答答答答 ：：：：ご使用のボードに CMOS クリア用ジャンパーがある場合は、マニュアル中
の CMOS のクリア方法をご参照ください。お持ちのボードにそのようなジャン
パーがない場合は、オンボードの電池を外してボード電圧を放電させることで
CMOS がクリアできます。以下のステップをご参照ください： 

ステップ： 
1. 電源をオフにします。 
2. マザーボードから電源コードを外します。 
3. 電池を静かに外し、 10 分ほど放置します(または電池ホルダーのプラ

ス・マイナスピンを金属片で 1 分間ほどショートさせます)。 
4. 電池を電池ホルダーに戻します。 
5. マザーボードに電源コードをつなぎ、電源をオンにします。 
6. Del を押して、BIOS に入り、Fail-Safe Defaults をロードします。 
7. 設定を保存し、システムを再起動します。 

 



 

 - 103 - 付録 
 

日
本

語
日

本
語

日
本

語
日

本
語

 
Italiano 

Deutsch 
Español 

問問問問6：：：：BIOS更新後、システムが不安定になっているようですが、なぜですか？ 
答答答答 ：：：：BIOSフラッシュ後はFail-Safe Defaults (またはBIOS Defaults)をロードするよう

にしてく だ さ い。それでもシステムが安定しない場合は、CMOSをクリアして

問題解決します。 
 
問問問問 7：：：：スピーカー音量を最大にしても小さな音しか出ないのはなぜですか？ 
答 ：答 ：答 ：答 ：ご使用のスピーカーがアンプ内蔵かどうかご確認く だ さい。アンプ内蔵で

ない場合、電源/アンプ付きスピーカーに取り替えてお試しください。 
 
問問問問 8 ：：：： 別の VGA カードを装備するので、オンボード VGA カードを無効にしたい

のですが、どのようにしますか？ 
答答答答 ：：：：Gigabyte製マザーボードは装着された外付けVGAカードを自動検出するの

で、オンボードVGAカードをマニュアルでオフにする必要はありません。 
 
問問問問 9：：：：IDE 2 が使用できないのはなぜですか？ 
答 ：答 ：答 ：答 ：ユーザーマニュアルを参照し、 フロン ト U SB パネル上の USB 過電流ピン

に、マザーボードパッケージ付属以外のケーブルを接続していないかご確認く

ださい。 も し ケーブルがマザーボード付属品以外のものなら、それを外し、 こ

のピンには付属品以外のケーブルを接続しないようにしてください。 
 
問問問問 10 ：：：： システム起動後、コンピュータから断続的にビープ音が聞こえることが

あります。このビープ音にはどんな意味がありますか？ 
答 ：答 ：答 ：答 ：下記のビープ音コードはコンピュータに生じている問題を判別するのに役

立つでし ょ う 。ただし 、 こ れらは参照用のみです。状況は実際のケースにより

異なります。 
 
→AMI BIOSビープコード 

* システム起動に成功した場合はコンピュ

ータは短くピッと鳴ります。 

* ビープコード 8 以外は、通常起動不能とな

ります。 

ビープ音 1 回リフレッシュエラー 
ビープ音 2 回パリティーエラー 
ビープ音 3 回ベース 64K メモリエラー 
ビープ音 4 回タイマーエラー 
ビープ音 5 回プロセッサエラー 
ビープ音 6 回 8042－ゲート A20 エラー 
ビープ音 7 回プロセッサ割り込み除外エ

ラー 
ビープ音 8 回ディスプレイメモリリード

/ライトエラー 
ビープ音 9 回 ROM チェックサムエラー 
ビープ音10回CMOSシャッ ト ダウンレジ

スタリード/ライトエラー 
ビープ音 11 回キャッシュメモリエラー 

→AMI BIOS ビープコード 

短く 1 回：システム起動成功 
短く 2 回：CMOS 設定エラー 
長く 1 回短く 1 回 ：D RAM またはマザー

ボードエラー 
長く 1 回短く 2 回 ：モニタまたはディス

プレイカードエラー 
長く 1 回短く 3 回：キーボードエラー 
長く 1 回短く 9 回：BIOS ROM エラー 
連続した長いビープ音：DRAM エラー 
連続した短いビープ音：電源エラー 
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問問問問 11 ：：：： SATA HDD から RAID または ATA モードで起動するよう BIOS で設定する方

法は？ 
答答答答：：：：以下のようにBIOSを設定します： 

1. Advanced BIOS features --> SATA/RAID/SCSI boot order: “SATA” 
2. Advanced BIOS features --> First boot device: “SCSI” 
3. Integrated Peripherals --> Onboard H/W Serial ATA: “enable” 

その後、 SATA モードに関しては、 Serial ATA function という項目から RAID モード

では“RAID”、通常の ATA モードでは“BASE”に設定します。 
 
問問問問 12 ：：：： RAID 機能対応のマザーボードで 、 I DE3, 4 から RAID または ATA モードで

起動するよう BIOS で設定するにはどうしますか？ 
答答答答：：：：以下のように BIOS を設定します： 

1. Advanced BIOS features --> (SATA)/RAID/SCSI boot order: “SATA” 
2. Advanced BIOS features --> First boot device: “SCSI” 
3. Integrated Peripherals --> Onboard H/W ATA/RAID: “enable” 

その後、RAID モードに関しては、 RAID controller functionという項目から RAID モー

ドでは“RAID”、通常の ATA モードでは“ATA”に設定します。 
 
問問問問 13 ：：：： IDE/SCSI/RAID カードから起動するよう BIOS で設定するにはどうします

か？ 
答答答答：：：：以下のように BIOS を設定します： 

1. Advanced BIOS features --> (SATA)/RAID/SCSI boot order: “SCSI” 
2. Advanced BIOS features --> First boot device: “SCSI” 

その後、RAID/ SCSI BIOS からモード(RAID または ATA)設定します。 
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トトトトラブルシューティングラブルシューティングラブルシューティングラブルシューティング 
 

起動中にトラブルが生じた場合は、下記のトラブルシューティ ング

の手順に従ってください。 
 
 

 

 

スタート 

電源をオフにし、AC 電源ケーブルを抜いて、マザーボードか

らアドオンカードやケーブル全部を外します。 

マザーボードやシャーシがショートしていないかチェックします？ 
はい 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

ショートして
いるピンを分
離します。 

エラー原因は除去されました。 

エラー原因は除去されました。 

エラー原因は除去されました。 

エラー原因は除去されました。 

ジャンパー設定(CPU システムバスクロッ

ク、クロックレシオ、電圧など)が皆正し

く設定されているかチェックします。 

ジャンパー設

定が正しいか

確認します。 

CPU 冷却ファンが正しく CPU に取り付け 
られているかチェックします。CPU 冷却ファン電源ケーブル

が CPU_FAN コネクタに正しく接続されて 
いますか？ 

CPU 冷却ファン
電源ケーブルを
CPU ファンコネ
クタに接続しま
す。AC 電源コネ
クタを差しま
す。 

メモリが正し く DIMM ソケッ トに装着さ

れているかチェックします。 

DIMM スロ ッ ト

にメモリモジュ

ールをまっすぐ

確実 に差 し ま

す。 

VGA カードを装着します。それから ATX 電源ケーブルを差

し、システムをオンにします。 
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上記手順で問題が解決しない場合は、最寄の販売店または国内の代理店に御連絡く だ さ
い。または、Gigabyte ウェブサイトテクニカルサポートゾーン (http://www.gigabyte.com.tw)へ
のメールお問い合わせによりご質問ください。迅速に対応策をお知らせします。 

はい 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ メモリ LED は点灯して、CPU ファンは

回転していますか？ 

問 題 は 電 源 装

置 、 CPU 、 メ モ

リ 、 または CPU/
メ モ リ ソ ケ ッ ト

自体にある可能

性があります。 

エラー原因は除去されました。 

エラー原因は除去されました。 

エラー原因は除去されました。 

エラー原因は除去されました。 

ディスプレイが表示されているかチェックします。 

VGA カード / VGA スロ

ットまたはモニタが

故障している可能性

があります。 

システムをオフにします。キーボードとマウスを接続し

て再度起動させます。 

キーボードまたは

キーボードコネク

タが故障している

可能性がありま

す。 

キーボードが正しく作動していることを確認

します。 

<Del>を押して BIOS セットアップを起動します。“Load 
Optimized Defaults”を選び、保存して終了します。 

システムをオフにし、IDE ケーブルを接続しな

おします。システムが正常に再起動するかチ

ェックします。 

IDE 装置/コネクタ

またはケーブルに

問題がある可能性

があります。 

Windows OS を再インストールし、アドオンカードとケーブルも

装着しなおします。それからシステムを再起動します。 

終了 
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テクニカルサポートテクニカルサポートテクニカルサポートテクニカルサポート/RMA シートシートシートシート 
 

お客様/国： 会社： 電話番号： 
連絡先： E メールアドレス： 

 
モデル名/ロット番号： PCB バージョン： 
BIOS バージョン： O.S./A.S.: 

 
ハードウ

ェア設定 
Mfs. モデル名 サ イ

ズ： 
ド ラ イ バ /ユーテ ィ

リティ： 
CPU     
メ モ リ メ

ーカー名 
    

ビデオカ

ード 
    

サウンド

カード 
    

HDD     
CD-ROM / 
DVD-ROM 

    

モデム     
ネットワ

ーク 
    

AMR / 
CNR 

    

キーボー

ド 
    

マウス     
電源装置     
その他デ

バイス 
    

     
     
     
トラブルの説明： 

 
 
 
 

 
 

�
 

�
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略語表略語表略語表略語表 
 
略語表 意味 
ACPI アドバンスドコンフィギュレーショ ンおよびパワーインタフェ

ース(Advanced Configuration and Power Interface) 
APM アドバンスドパワーマネジメント(Advanced Power Management) 
AGP アクセラレーテッドグラフィックスポート 

(Accelerated Graphics Port) 
AMR オーディオモデムライザー(Audio Modem Riser) 
ACR アドバンスドコミュニケーションライザー 

(Advanced Communications Riser) 
BIOS 基本入出力システム(Basic Input / Output System) 
CPU 中央処理装置(Central Processing Unit) 
CMOS 相補型金属酸化物半導体(Complementary Metal Oxide Semiconductor) 
CRIMM コンティニュイティーRIMM(Continuity RIMM) 
CNR コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン お よ び ネ ッ ト ワ ーキン グ ラ イ ザー

(Communication and Networking Riser) 
DMA ダイレクトメモリアクセス(Direct Memory Access) 
DMI デスクトップマネジメントインタフェース 

(Desktop Management Interface) 
DIMM デュアルインラインメモリモジュール(Dual Inline Memory Module) 
DRM デュアルリテンション機構(Dual Retention Mechanism) 
DRAM ダイナミックランダムアクセスメモリ 

(Dynamic Random Access Memory) 
DDR ダブルデータレート(Double Data Rate) 
ECP 拡張機能ポート(Extended Capabilities Port) 
ESCD 拡張システム設定データ(Extended System Configuration Data) 
ECC エラーチェックと訂正(Error Checking and Correcting) 
EMC 電磁気的互換性(Electromagnetic Compatibility) 
EPP 拡張パラレルポート(Enhanced Parallel Port) 
ESD 静電放電(Electrostatic Discharge) 
FDD フロッピーディスクデバイス(Floppy Disk Device) 
FSB フロントサイドバス(Front Side Bus) 
HDD ハードディスクデバイス(Hard Disk Device) 
IDE インテグレーテッドデュアルチャンネルエンハンスド 

(Integrated Dual Channel Enhanced) 
IRQ 割り込み要求(Interrupt Request) 

つづく…… 
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略語表 意味 
IOAPIC 入出力ア ドバンス ド プログラマブルインプ ッ ト コン ト ローラ

(Input Output Advanced Programmable Input Controller) 
ISA 工業規格アーキテクチャ(Industry Standard Architecture) 
LAN ローカルエリアネットワーク(Local Area Network) 
I/O 入力/出力 
LBA 論理ブロックアドレッシング(Logical Block Addressing) 
LED 発光ダイオード(Light Emitting Diode) 
MHz メガヘルツ(Megahertz) 
MIDI ミュージカルインスツルメントデジタルインタフェース 

(Musical Instrument Digital Interface) 
MTH メモリトランスレーターハブ(Memory Translator Hub) 
MPT メモリプロトコルトランジスター(Memory Protocol Translator) 
NIC ネットワークインタフェースカード(Network Interface Card) 
OS オペレーティングシステム(Operating System) 
OEM 受注メーカー(Original Equipment Manufacturer) 
PAC PCI A.G.P.コントローラ(PCI A.G.P. Controller) Controller 
POST 電源投入時セルフテスト(Power-On Self Test) 
PCI ペリフェラルコンポーネントインターコネクト 

(Peripheral Component Interconnect) 
RIMM Rambusインラインメモリモジュール(Rambus in-line Memory Module) 
SCI 特殊環境指示(Special Circumstance Instructions) 
SECC Single Edge Contact Cartridge 
SRAM スタティックランダムアクセスメモリ 

(Static Random Access Memory) 
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当社への御連絡当社への御連絡当社への御連絡当社への御連絡 
 
全世界の当社本支社へのお問い合わせはこのページをご参照下さい。 
 
•••• 台湾台湾台湾台湾 
Gigabyte Technology Co., Ltd. 
所在地 ： No.6, Bau Chiang Road, Hsin-Tien, Taipei 
Hsien, Taiwan, R.O.C. 
TEL: 886 (2) 8912-4888 
FAX: 886 (2) 8912-4004 
テクニカルサポート： 
http:tw.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech.テクニカル以外のサポー ト (販売/マ
ーケティング関連)： 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
Website: http://www.gigabyte.com.tw 
•••• USA 
G.B.T. INC. 
Address: 17358 Railroad St, City of Industry, CA 91748. 
Tel: 1 (626) 854-9338 
Fax: 1 (626) 854-9339 
Tech. Support: 
http://www.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support (Sales/Marketing issues): 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
Website: http://www.giga-byte.com 
•••• Germany 
G.B.T. Technology Trading GmbH 
Tel: 49-40-2533040 
 49-01803-428468 (Tech.) 
Fax: 49-40-25492343 (Sales) 
 49-01803-428329 (Tech.) 
Tech. Support: 
http://de.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support (Sales/Marketing issues): 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
Website: http://www.gigabyte.de 
•••• Japan 
Nippon Giga-Byte Corporation 
Website://www.gigabyte.co.jp 
•••• U.K 
G.B.T. TECH. CO. LTD. 
Tel: 44-1908-362700 
Fax: 44-1908-362709 
Tech. Support: 
http://uk.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support (Sales/Marketing issues): 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
Website: http://uk.giga-byte.com 

 
•••• The Netherlands 
Giga-Byte Technology B.V. 
Address: Verdunplein 8 5627 SZ, Eindhoven, The 
Netherlands 
Tel: +31 40 290 2088 
NL Tech.Support : 0900-GIGABYTE (0900-44422983, 

0.2/M) 
BE Tech.Support : 0900-84034 ( 0.4/M) 
Fax: +31 40 290 2089 
Tech. Support: 
http://nz.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support (Sales/Marketing issues): 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
Website: http://www.giga-byte.nl 
•••• China 
NINGBO G.B.T. Tech. Trading CO., Ltd. 
Tech. Support: 
http://cn.giga-byte.com/TechSupport/ServiceCenter.htm 
Non-Tech. Support (Sales/Marketing issues): 
http://ggts.gigabyte.com.tw/nontech.asp 
Website: http://www.gigabyte.com.cn 
Beijing 
Tel: 86-10-82856054, 86-10-82856064, 
86-10-82856094 
Fax: 86-10-82856575 
Chengdu 
Tel: 86-28-85236930 
Fax: 86-28-85256822 
GuangZhou 
Tel: 86-20-87586273 
Fax: 86-20-87544306 
Shanghai 
Tel: 86-21-64737410 
Fax: 86-21-64453227 
Shenyang 
Tel: 86-24-23960918, 86-24-23960893 
Wuhan 
Tel: 86-27-87854385, 86-27-87854802 
Fax: 86-27-87854031 
Xian 
Tel: 86-29-5531943 
Fax: 86-29-5539821 


